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第１号議案
2025年度（第36期）活動報告承認の件

Ⅰ. はじめに
　2025年は、日本を含む世界各地で記録的な熱波や洪水、干ばつなどの異常気象が相次ぎました。国
内では人手不足が一段と深刻化する中、米をはじめとする食料品価格の急騰といった継続的な物価高が、
国民の消費行動や生活に大きな影響を及ぼしました。また、憲政史上初となる女性総理大臣が誕生し、
「年収の壁」の引き上げが行われるなど、働き方や社会制度をめぐる変革が進んだ一年でもありました。
　一方、国際情勢に目を向けると、米国トランプ新政権による「相互関税」政策が世界経済や国際貿
易に深刻な影響を与えており、国内の輸出産業等にも波及しました。また、ウクライナ情勢の重大な
転換や、中東におけるイスラエルとハマスの停戦合意の一方で、ホルムズ海峡の封鎖という重大な事
態が発生し、年度末にかけてフランスやイタリアが再開に向けてイランとの交渉を準備するなど、エ
ネルギー供給を脅かす緊張状態が続いています。こうした国際的な動向は、国内の経済安全保障や原
材料費、エネルギー価格の変動を通じて、私たちの事業環境にも引き続き多大な影響を及ぼしています。
　以上のような社会情勢の中、協力会は、改めて協力会会員、パルシステム会員生協、パルシステム
連合会関係部署、パルシステム生産者・消費者協議会（以下、生消協）と連携、協力しながら、パル
システムグループの事業と運動に協力、支援を行い、ひいては協力会会員同士の事業活動にも寄与で
きる活動を行いました。

Ⅱ. パルシステム連合会の2025年度事業状況
　パルシステム連合会供給高は、1,873億32百万円で前年比103.4％、62億22百万円の増加となりまし
た。本年の供給日数は前年より1日少ない256日です。予算に対しては101.9％、34億12百万円上回り
ました。事業剰余金は11億14百万円（予算は2億95百万円）、経常剰余金は13億52百万円で、前年に対
して2億33百万円の増加となり、予算に対しては9億52百万円上回りました。

Ⅲ. 2025年度活動方針・活動報告
　2025年度は7月通常総会、11月秋の講演会、1月賀詞交歓会とすべて集合で開催いたしました。
　2026年3月現在、正会員237社、準会員82社、特別会員10会員、計329会員がパルシステム協力会（以
下協力会）に登録いただいております（2025年3月正会員238社、準会員82社、特別会員10会員、計
330会員）。

1.  パルシステムの理念に基づく持続可能な社会づくりに貢献します。
（1）�「もっといい明日へ　超えてく」アクションの推進をします。
（2）パルシステム協力会の拡大と活性化を図ります。
（3）関係団体との連携を強化します。
（4）理念に基づく運動を展開し、協力会ホームページから各部会の取り組みを発信します。
　�・「もっといい明日へ　超えてく」アクションの推進として、商品展示会では、3会場でリ・リパック（はがせるトレー）
を使用しました。併せてそれぞれの商品をお互いに理解し、各会員ブースの試食提供品にアレンジするなど、新
たな提案と会員間商品交流を行いました。

　�・「お米で超えてく」アクションとして、環境部会ではJAたじま、品質管理部会と物流部会ではJA全農新潟精米工
場の視察を行いました。

　�・�9月9日（火）～10日（水）第36期第3回幹事会を沖縄で開催いたしました。恩納村では行政、漁業、農業、観光
業、地元企業や、大学、食品メーカー、全国生活協同組合など多くの団体による、協創の取り組みが盛んに行な
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われており、そのロールモデルを学びました。また、OIST沖縄科学技術大学院大学施設の視察を行いました。
　 ・協力会ホームページでの各部会取り組みの発信につきましては、年度内の発信に至りませんでした。

2.  パルシステム生産者・消費者協議会（生消協）との「共創」を推進します。
（1）相互参加による協力体制を強化します。
（2）共創の活動を推進します。
（3）連携事務局会議を定期的に開催します。
　 ・ 4月9日（水）～10日（木）長野県佐久市佐久平交流センターおよび県内各地にて開催しましたパルシステム生産

者・消費者協議会関東・中部ブロック会議に、協力会より7団体10名が参加し、交流を深めました。
　 ・ 6月11日（水）長野県内での共創に向け、株式会社水宗園本舗本部にてパルシステム生産者・消費者協議会山

下幹事をむかえ打ち合わせを行いました。その後、3月24日（火）にパルシステム生産者・消費者協議会および
産直産地関係者10団体16名、協力会関連者11団体19名の参加のもと、第1回信州生消協・協力会連携会議
が行われました。

　 ・ 7月9日（水）～10日（木）農事組合法人庄内協同ファーム受け入れのもと、「もっといい明日へ　超えてく 地域
力が社会、そして未来をつくる」をテーマにパルシステム生産者・消費者協議会東北・北海道ブロック会議の開
催がありました。協力会からは、5団体11名が参加しました。

　 ・ 7月29日（火）～30日（水）株式会社ニュウズ受け入れのもと、「持続可能な産地づくりと農業生産を担い手と共
に超えてく」をテーマにパルシステム生産者・消費者協議会関西・以西ブロック会議の開催がありました。パルシ
ステム協力会からは、9団代11名参加をしました。

　 ・ 10月1日（水）パルシステム生産者・消費者協議会第14回青果フォーラムに協力会会員から会場2団体、オンライ
ン５団体が参加しました。

　 ・ 1月27日（火）～28日（水）福岡県で開催された「九州農商工消連携会議～ALL九州のちからで超えてく～」に
協力会幹事4名が参加しました。

3.  SDGs（持続可能な開発目標）を推進します。
（1）資源循環を促進します。
（2）環境に配慮した消費へのきりかえを推進します。
　 ・ 6月28日（土）環境部会5名の参加者により、中野きのこ園（茨城県つくば市）および周辺圃場へ訪問し、里山再

生活動（いきもの調査、ビオトープ）見学、じゃがいも収穫体験、クリーン活動を実施しました。
　 ・ 11月1日（土）パルシステム東京主催組合員向け企画「いなぎめぐみの里山森林保全体験」に環境部会員2名が

参加しました。
　 ・ 2月24日（火）～25日（水）植物由来プラスチックの導入を実施している環境部会員のリスパック株式会社関西工

場を環境部会員11名で視察いたしました。

4.  組合員との交流を促進します。
（1） 「パルシステム商品学習会」を充実させます。
（2）「工場見学」プログラムを拡充します。
（3）「センターまつり」を活性化します。
　 ・ パルシシステム商品学習会は128団体（前年度128団体）、工場見学は51団体（前年度50団体）のエントリーとな

りました。
　 ・2025年度は学習会264件（前年度201件）、工場見学54件（前年度57件）を実施しました。
　 ・センターまつりは19会場（前年度22会場）に参加しました。

5.  各部会方針
（1）商品展示・組合員交流部会
　 1）多くのメーカーに商品展示会参加を推進します。
　 2）環境に配慮した運営など積極的に関与します。
　 3）フードバンクへも余剰品寄付を推進します。
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　　 ・9会員生協との共催にて商品展示会を開催いたしました。
　　 ・ 98団体（昨年度93団体）のエントリーに対し、総ブース数は297（昨年度307）と出展が行いにくい状況となって

おり、商品展示・組合員交流部会ブースとは別に、先に出展が確定している会員ブースとのコラボを提案いた
しましたが、1団体が出展に至りませんでした。

　　 ・ 群馬、山梨 長野、静岡の3会場で、リ・リパック（はがせるトレー）を使用しました。
　　 ・ 会員の協力のもと全ての会場で余剰品をフードバンクへ寄付いたしました。

（2）物流部会
　 1）物流「2024年問題」の振り返りと対策を共有します。
　 2）歳末物流強化月間ポスターを制作し啓発活動を行います。
　 3）物流効率化と環境負荷低減の両立に向けた取り組みを推進します。
　　 ・ 前年度2月開催講演会「物流業界の課題と企業の対策」の参加者アンケートをもとに振り返りを行いました。
　　 ・ 歳末物流強化月間ポスターの作成を行い、320会員、会員生協67センターに配布・掲示を促し、注意喚起を

行いました（配布枚数2,084枚）。強化月間終了後アンケートでは93会員より回答をいただき、ポスター掲示は
83.6％、昨年と比べ交通事故・労災事故件数が変わらなかった71％、減った27％、増えた2％の結果となりま
した。

　　 ・ 物流効率化と環境負荷低減化の両立に向け、パルシステム連合会物流部より冷凍新Zパックの統一化、冷蔵
Cおよび冷凍のドーリー蓋廃止に向けた試験展開、倉庫作業省人化、改正物流効率化法等への取り組み状
況等について共有を行いました。

（3）品質管理部会
　 1）パルシステム連合会品質保証部との連携を強化します。
　 2）品質管理学習会を定期的に開催します（年2回）。
　 3）品質管理強化月間ポスターを制作、期間内の事故削減に努めます。
　　 ・ 8月パルシステム連合会より宣言がなされた《品質管理強化のお願い【緊急事態宣言】》について共有を行い

ました。
　　 ・ 1月15日（木）株式会社ドクタートラスト 公認心理師 市川たから氏を講師に招き、「メンタルヘルスとコミュニケー

ション」の学習会を開催し、会場25名、オンライン28アカウントの参加がありました。また、3月19日（木）イカリ
消毒（株）検査分析営業課 福井洸佑氏、食品医薬分析部 榊美保氏を講師に招き「食中毒菌の基礎知識と
食品工場での微生物対策」の学習会を開催し、会場25名、オンライン100アカウントが参加しました。

　　 ・ 品質管理強化月間ポスターの作成を行い、2025年7月～8月に食品取り扱いメーカーを中心とした265会員
に配布および掲示を促し、注意喚起を行いました。

（4）環境部会
　 1）環境関連情報の収集と発信をします。
　 2）温室効果ガス削減に関する学習会を開催します。
　 3）環境取り組み、資源循環型社会の実現に向けた取り組みを連合会、会員生協とともに進めます。
　　 ・ 2月24日（火）～25日（水）11名の参加のもと植物由来プラスチックの導入を実施している環境部会員リスパッ

ク株式会社関西工場の視察を行いました。
　　 ・ 1月22日（木）環境部会員である、株式会社十文字チキンカンパニー 環境部 田畑大貴氏およびClimate 

Integrate 代表理事 平田仁子氏を講師に招き、「までっこチキンのあゆみと資源循環・CO2削減の取り組み
～鶏糞を活用したバイオマス発電～」「脱炭素社会の実現に向けて」の学習会を開催し、会場20名、オンライ
ン37アカウントが参加しました。

　　 ・ 6月28日（土）6名参加のもと中野きのこ園（茨城県つくば市）および周辺圃場にて、里山再生活動（いきもの調査、
ビオトープ）見学、じゃがいも収穫体験、クリーン活動を実施しました。

　　 ・ 11月1日（土）パルシステム東京主催組合員向け企画「いなぎめぐみの里山森林保全体験」に2名が参加しま
した。

（5）異業種交流部会
　 1）パルシステムにかかわる歴史、安全性の基準やインターネットサイトの将来性について学習会を開催します。
　 2）パルシステム生産者・消費者協議会との連携を踏まえ視察研修を行います。
　 3）配送現場を学ぶため、同乗研修を行います。
　　 ・ 6月13日（金）株式会社パルシステム・リレーションズ 左海穣氏を講師に招き、「生協のインターネット注文事例

/トレンド」の学習会を開催し、会場28名、オンライン40アカウントが参加しました。
　　 ・ 3月31日（火）パルシステム生産者・消費者協議会との連携を踏まえ19名で新潟県にある株式会社ささかみを

訪問し、地域の取り組み、工場見学、おぼろ豆腐作り体験を行いました。また、道の駅「あがの」では、昼食お
よび道の駅「あがの」の取り組みを学び、施設見学を行いました。

　　 ・9月22日（月）～26日（金）パルシステム東京足立センターにて同乗研修を行い50名が参加しました。
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1. 第36回通常総会　開催日／2025年7月1日（火）
第1部：パルシステム協力会「第36回通常総会」

場　　所：熱海後楽園ホテル２階　秀峰
会員総数：329会員
	 （内訳		正会員：237		準会員：82		特別会員：10）
代議員数：237会員
出席者数：167会員、委任状55会員
	 有効総出席者数222会員
（１）竹内副会長より第１号議案2024年度（第35期）活動報
告承認の件、井上会計より第２号議案2024年度（第35期）決算報告ならびに監査報告され
ました。決算報告の後、宮監事より、2024年度決算報告、2024年度ふれあい保障制度収支
報告、監査結果が適正であったと、監査報告書に基づいて報告がされました。　
　質疑応答後、第１号議案、第２号議案の一括採決がなされ、拍手をもって満場一致で承
認されました。
（２）安田会長より、第３号議案2025年度（第36期）活動方針（案）承認の件を、第４号
議案2025年度予算（案）承認の件を加藤会計より提案されました。
　質疑応答後、第３号議案、第４号議案の一括採決がなされ、拍手をもって満場一致で承
認されました。
（３）新蔵選挙委員より、第５号議案について推薦がなされ、拍手をもって満場一致で承
認されました。

第2部：講演会
演　　題：『“トランプ旋風”の行方を読み解く
	 	～高関税が招く同盟の危機』
講　　師：外交ジャーナリスト／作家／慶応義塾大学教授／
	 早稲田大学政経学部大学院客員教授／
	 「シューイチ」コメンテーター	手嶋龍一氏

第3部：懇親会
場　　所：熱海後楽園ホテル４階　四季殿
参加人数：418人（2025年396人）

2025年度協力会主要活動報告
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２. 秋の講演会・懇親会　開催日／2025年11月４日（火）

３. パルシステムグループ賀詞交歓会　開催日／2026年１月14日（水）

第1部：講演会
場　　所：品川プリンスホテルアネックスタワー５階
	 プリンスホール
参加人数：412人（2025年度387人）
講演会①
　演　　題：「パルシステムの価値創造と
	 　	持続可能な未来への挑戦」
　講		演		者：パルシステム生活協同組合連合会　
	 　代表理事　専務理事	辻正一氏
講演会②
　演　　題：「協同組合について～2025国際協同年～」
　講		演		者：一般社団法人日本協同組合連携機構　常務理事	伊藤治郎氏

第2部：懇親会
場　　所：品川プリンスホテルアネックスタワー５階
	 プリンスホール
参加人数：414人（2025年度385人）

場　　　所：品川プリンスホテルアネックスタワー５階　プリンスホール
参加会員数：216社（2025年度220社）
参	加	人	数：510人（2025年度494人）
式　次　第
	 開催（司会）	 吉藤友美
	 	 パルシステム生活協同組合連合会　理事
	 	 生活協同組合パルシステム東京　常任理事
	 主催者代表挨拶	 渋澤温之
	 	 パルシステム生活協同組合連合会　理事長
	 	 パルシステム共済生活協同組合連合会　理事長
	 鏡開き
	 乾杯	 小川保
	 	 パルシステム生産者・消費者協議会　代表幹事
	 懇親
	 閉会の辞　　　　安田昌樹
	 	 パルシステム協力会　会長
	 閉会
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幹事会

年月日・場所・参加者 内容

2025年5月7日（水）
第36期・第1回幹事会
（東新宿本部　集合開催）
出席/安田会長（北海道漁連）、竹内副
会長（井ゲタ竹内）、八木副会長（水宗
園本舗）、江橋事務局長（三菱食品）ほ
か幹事会社16社出席
連合会：野津常務ほか7名出席

・パルシステム連合会新体制について
・生消協との共創の取り組み報告について
・パルシステム協力会新役員体制（案）について
・第36回通常総会各議案について
・幹事会旅費規程について
・�第36回パルシステム協力会通常総会開催概要、役割分担につ
いて

2025年7月1日（火）
第36期・第2回幹事会
（熱海後楽園ホテル　集合開催）
出席/安田会長（北海道漁連）、竹内副
会長（井ゲタ竹内）、八木副会長（水宗
園本舗）、江橋事務局長（三菱食品）ほ
か幹事会社18社出席、幹事候補会社、
総会議長候補、役員選挙委員候補、各1
社出席
連合会：辻専務ほか7名出席

【再掲】協力会各部会連合会担当役職員一覧
・新幹事候補ご紹介
・�第36回パルシステム協力会通常総会・講演会・懇親会（役割分
担）について
・生消協との共創（長野県内連携打合せ報告）
・�2025年度パルシステム協力会第3回幹事会地方開催につい
て

2025年9月9日（火）
第36期・第3回幹事会（沖縄開催）
（�リザンシーパークホテル谷茶ベイ　
集合開催）
出席/竹内副会長（井ゲタ竹内）、八木
副会長（水宗園本舗）、三澤事務局長（共
生食品）ほか幹事会社13社出席
連合会：辻専務ほか7名出席

・�2025年11月4日開催　第36期パルシステム秋の講演会につ
いて
・商品展示会コラボブース出展補助費について
・生消協との共創（生消協各ブロック会議参加報告）他
・2026年第37期パルシステム秋の講演会開催日程について
・第36回通常総会参加者アンケート

2025年11月4日（火）
第36期・第4回幹事会
（品川プリンスホテル　集合開催）
出席/安田会長（北海道漁連）、竹内副
会長（井ゲタ竹内）、八木副会長（水宗
園本舗）、三澤事務局長（共生食品）ほ
か幹事会社19社出席
連合会：辻専務ほか8名出席

・第36期パルシステム秋の講演会役割分担について
・生消協との共創（生消協各ブロック会議参加報告）他
・2025年度商品展示会進捗状況について

会議
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年月日・場所・参加者 内容

2026年1月14日（水）
第36期・第5回幹事会
（品川プリンスホテル　集合開催）
出席/安田会長（北海道漁連）、竹内副
会長（井ゲタ竹内）、八木副会長（水宗
園本舗）、三澤事務局長（共生食品）ほ
か幹事会社19社出席
連合会：辻専務ほか8名出席

・第37期パルシステム通常総会講演会　演者について
・�2026年度以降における交流・学習会等イベント関連費用の
お支払いについて
・2025年8月品質管理強化のお願い【緊急事態宣言】について
・生消協との共創
・2025年度商品展示会進捗状況
・当会初代理事長�下山保氏�
��自叙伝『飢えと子どもドロボー団～満州引き揚げからパルシ
ステム連帯までの半生記』のご案内
・�3委員会合同学習会「“山と海、そして人をつなぐ”恩納村に
学ぶ自然共生と持続可能な地域づくり」

2026年3月5日（木）
第36期・第6回幹事会
（東新宿本部　ハイブリッド開催）
出席/安田会長（北海道漁連）、竹内副
会長（井ゲタ竹内）、八木副会長（水宗
園本舗）、三澤事務局長（共生食品）ほ
か幹事会社19社出席
連合会：辻専務ほか8名出席

・第37期パルシステム通常総会
・2026年度パルシステム連合会体制について
・2026年度第37期幹事会、各部会開催日程について
・生消協との共創

4. 慶弔・その他
●慶弔　2025（令和7）年度
	 2025年9月		1日	 協同組合JASMEQ設立20周年につき、祝電を送る。
	 2026年3月26日	 第4～9期協力会会長　鶴田	司郎様
	 	 ご逝去につき弔電、献花を送る。
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第２号議案
2025年度（第36期）決算報告、ならびに監査報告承認の件

2025年度　パルシステム協力会
自 2025年 5月1日　至 2026年 4月30日 　（単位：円）

勘定科目 当期予算額 当期実績額 予算増減額 予算対比 備考

収
入

年 会 費 収 入 37,550,000 37,337,000 △ 213,000 99.4% 正会員・準会員・特別会員　
補 助 金 収 入 280,000 281,000 1,000 100.4% 協力会通常総会開催支援助成金

その 他 会 費 収 入 3,210,000 3,561,000 351,000 110.9% 参加費追加徴収 総会・講演会・賀詞交歓会・
熱海市役所　@500*400人

カタログ発送費収入 3,382,000 3,124,790 △ 257,210 92.4%
合 　 計 44,422,000 44,303,790 △ 118,210 99.7%

支
出

委 託 費 3,960,000 3,960,000 0 100.0% 事務局業務委託費
通 信 費 4,200,000 3,741,897 △ 458,103 89.1%

（カタログ発送費） 3,550,000 3,294,021 △ 255,979 92.8% 紙カタログ発送費・カタログデータ転送費※計上方法変更
（ 郵 便 料 金 ） 0 0 0 0.0%
（ＬＡＮ及び分担費） 250,000 344,850 94,850 137.9%
（その他通信費） 400,000 103,026 △ 296,974 25.8% ＨPメンテナンス、更新作業サポート費用
旅 費 交 通 費 0 0 0 0.0% 事務局交通費
会 議 費 700,000 889,848 189,848 127.1% 幹事会、生消協連携会議
調 査 研 究 費 200,000 48,000 △ 152,000 24.0%
消 耗 品 費 150,000 64,207 △ 85,793 42.8%
渉 外 費 40,000 33,000 △ 7,000 82.5% 慶弔関係費・生花代
事 務 所 負 担 費 396,000 396,000 0 100.0% 半期ごとの支払い
会 計 委 託 費 198,000 198,000 0 100.0% 半期ごとの支払い
部 会 費 4,050,000 3,294,406 △ 755,594 81.3%

（商品展示・組合員交流部会費） 450,000 195,500 △ 254,500 43.4% 商品展示会実行委員会運営
（ 物 流 部 会 費 ） 900,000 951,071 51,071 105.7% 研修会、セミナー、講演会、歳末強化月間ポスター

（品質管理部会費） 900,000 1,294,874 394,874 143.9% 研修会、学習会（年2回）、品質管理強化月間ポスター 
HACCPリーダー養成講座補助

（ 環 境 部 会 費 ） 900,000 577,947 △ 322,053 64.2% 研修会、講演会、海岸クリーンアップ活動
（異業種交流部会費） 900,000 275,014 △ 624,986 30.6% 研修会、学習会、部会運営
（ 諸 口 ） 0 0 0 0.0%
商 品 展 示 会 費 6,775,000 8,006,781 1,231,781 118.2%

（会員生協補助） 900,000 600,000 △ 300,000 66.7%
（出展会員補助） 4,360,000 5,735,000 1,375,000 131.5%
（ 展 示 会 保 険 ） 55,000 49,054 △ 5,946 89.2%
（ 冊 子 作 成 費 ） 1,100,000 1,272,117 172,117 115.6%
（ 備 品 作 成 費 ） 350,000 350,610 610 100.2% のぼり追加・協力会エプロンクリーニング費用
（ 諸 口 ） 10,000 0 △ 10,000 0.0% 倉庫保管料
総 会 費 14,165,760 14,071,832 △ 93,928 99.3%

（ 会 場 費 ） 11,365,760 11,487,990 122,230 101.1% 含む懇親会費
（議案書作成費） 1,300,000 1,234,886 △ 65,114 95.0% 紙およびPDF制作
（その他運営費） 1,500,000 1,348,956 △ 151,044 89.9% 講演料、交流会運営費、プログラム（次第）作成費他
秋 の 講 演 会 費 9,500,000 10,206,747 706,747 107.4% 会場費、懇親会費等
賀 詞 交 歓 会 費 2,700,000 2,580,000 △ 120,000 95.6%
雑 費 110,000 110,330 330 100.3% 支払手数料、協賛金等 　　　　　　　　　　　　　  
予 備 費 500,000 0 △ 500,000 0.0%
合 　 計 47,644,760 47,601,048 △ 43,712 99.9%

事 業 剰 余 金 △ 3,222,760 △ 3,297,258 △ 74,498 102.3%
雑 収 入 18,000 67,867 49,867 377.0%
当 期 剰 余 金 △ 3,204,760 △ 3,229,391 △ 24,631 100.8%
前 期 繰 越 金 9,556,815 9,556,815 0 100.0%
次 期 繰 越 金 6,352,055 6,327,424 △ 24,631 99.6%
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ふれあい保障制度【結婚祝い金】収支報告書
2025年度　パルシステム協力会

自 2025年 5月1日　至 2026年 4月30日
　（単位：円）

項　目 当期予算額 当期実績額 予算増減額 予算対比 備考

収
入

掛 　 金 41,479,200 39,960,000 △ 1,519,200 96.3% ふれあい保障制度　
掛金　加入人数×3,600円

（ふれあい保障制度） 39,405,240 37,962,000 △ 1,443,240 96.3% ふれあい保障制度　掛金のうち95％
（ 結 婚 祝 い 金 ） 2,073,960 1,998,000 △ 75,960 96.3% ふれあい保障制度　掛金のうち5％
合 　 計 41,479,200 39,960,000 △ 1,519,200 96.3%

支
出

ふれあい保障制度保険料 39,405,240 37,962,000 △ 1,443,240 96.3%
結 婚 祝 い 金 1,998,000 1,335,000 △ 663,000 66.8%
振 込 手 数 料 14,630 13,640 △ 990 93.2% 振込手数料：13,640円
合 　 計 41,417,870 39,310,640 △ 2,107,230 94.9%

雑 収 入 4,461 24,998 20,537 560.4% 預金利息
当 期 剰 余 金 75,960 663,000 587,040 872.8% 結婚祝い金分
前 期 繰 越 金 5,618,456 5,694,416 75,960 101.4% 結婚祝い金分
次 期 繰 越 金 5,694,416 6,357,416 663,000 111.6% 結婚祝い金分
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第３号議案
2026年度（第37期）活動方針（案）承認の件

《2026年度活動方針案》
パルシステムの理念である「心豊かなくらしと共生の社会を創ります」に基づく「もっといい明日へ　
超えてく」アクションに共鳴し、サステナブル消費の取り組みについて、協力会会員（取引先）、パ
ルシステム連合会、会員生協（組合員）、産地生産者と連携しながら活動を推進します。またこの理
念は、平和な社会の上にのみ成り立つものであることを深く認識し、あらゆる暴力の行使に反対し、
世界の恒久的平和を願い、その大切さを伝えます。

①パルシステムの理念に基づく持続可能な社会づくりに貢献します。
（1）「もっといい明日へ　超えてく」アクションの推進をします。
（2）パルシステム協力会の拡大と活性化を図ります。
（3）関係団体との連携を強化します。
（4）理念に基づく運動を展開し、協力会ホームページから各部会の取り組みを発信します。

②パルシステム生産者・消費者協議会（生消協）との「共創」を推進します。
（1）相互参加による協力体制を強化します。
（2）共創の活動を推進します。　
（3）定期的に双方会議に参加をします。

③SDGs（持続可能な開発目標）を推進します。
（1）資源循環を促進します。
（2）環境に配慮した消費へのきりかえを推進します。

④組合員との交流を促進します。
（1）「パルシステム商品学習会」を充実させます。
（2）「工場見学」プログラムを拡充します。
（3）「センターまつり」を活性化します。

⑤各部会方針
（1）商品展示・組合員交流部会
1）商品展示会では、会員生協と共催となるため積極的に環境に配慮した運営を行います。
2）多くのメーカーに商品展示会参加を推進します。
3）フードバンクへも余剰品寄付を推進します。

（2）物流部会
1）�「2024年問題」の法的理解をすすめ、コスト・人手不足への具体的対策策定のための学習会
を開催します。

≪方針骨子≫
1.パルシステムの理念に基づく持続可能な社会づくりに貢献します。
2.パルシステム生産者・消費者協議会（生消協）との「共創」を推進します。
3.SDGs（持続可能な開発目標）を推進します。
4.組合員との交流を促進します。
5.各部会方針において活動の推進をおこないます。
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2）歳末物流強化月間ポスターを制作し啓発活動を行います。
3）物流効率化と環境負荷低減の両立に向けた取り組みを推進します。

（3）品質管理部会
1）パルシステム連合会品質保証部との連携を強化します。
2）品質管理学習会を定期的に開催します（年2回）。
3）品質管理強化月間ポスターを制作し、期間内の事故削減に努めます。

（4）環境部会
1）環境関連情報の収集と発信をします。
2）�生きものの命の源である「水」に焦点を当て、「水」と水を通じた「生きもの」に関わる学習
会を開催します。

3）環境に取り組み、資源循環型社会の実現に向けた取り組みを連合会、会員生協とともに進めます。
（5）異業種交流部会
1）異業種交流部会員双方の取り組みについて理解を深めます。
2）パルシステム生産者・消費者協議会との連携を深めるため窓口機能を担います。
3）配送現場を学ぶため、同乗研修を行います。
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第４号議案
2026年（第37期）予算（案）承認の件

2026年度　パルシステム協力会
自 2026年 5月1日　至 2027年 4月30日 　（単位：円）

勘定科目 2025年度実績 2026年度予算 予算増減額 備考

収
入

年 会 費 収 入 37,337,000 37,650,000 313,000 正会員・準会員・特別会員　
補 助 金 収 入 281,000 281,000 0 協力会通常総会開催支援助成金
そ の 他 会 費 収 入 3,561,000 3,561,000 0 参加費追加徴収 総会・講演会・賀詞交歓会
カタログ発 送 費 収 入 3,124,790 3,125,000 210
合 　 計 44,303,790 44,617,000 313,210

支
出

委 託 費 3,960,000 3,960,000 0 事務局業務委託費
通 信 費 3,741,897 3,760,000 18,103

（ カタログ 発 送 費 ） 3,294,021 3,300,000 5,979 紙カタログ発送費・カタログデータ転送費
※計上方法変更

（ 郵 便 料 金 ） 0 0 0
（ＬＡＮ及び 分 担 費 ） 344,850 350,000 5,150
（ そ の 他 通 信 費 ） 103,026 110,000 6,974 ＨPメンテナンス、更新作業サポート費用
旅 費 交 通 費 0 0 0 事務局交通費
会 議 費 889,848 900,000 10,152 幹事会、生消協連携会議
調 査 研 究 費 48,000 50,000 2,000
消 耗 品 費 64,207 65,000 793
渉 外 費 33,000 40,000 7,000 慶弔関係費・生花代
事 務 所 負 担 費 396,000 396,000 0 半期ごとの支払い
会 計 委 託 費 198,000 198,000 0 半期ごとの支払い
部 会 費 3,294,406 4,050,000 755,594

（商品展示・組合員交流部会費） 195,500 450,000 254,500 商品展示会実行委員会運営
（ 物 流 部 会 費 ） 951,071 900,000 △ 51,071 研修会、セミナー、講演会、歳末強化月間ポスター

（ 品 質 管 理 部 会 費 ） 1,294,874 900,000 △ 394,874 研修会、学習会（年2回）、品質管理強化月間ポスター 
HACCPリーダー養成講座補助

（ 環 境 部 会 費 ） 577,947 900,000 322,053 研修会、講演会、海岸クリーンアップ活動
（異業種交流部会費） 275,014 900,000 624,986 研修会、学習会、部会運営
（ 諸 口 ） 0 0 0
商 品 展 示 会 費 8,006,781 7,500,000 △ 506,781

（ 会 員 生 協 補 助 ） 600,000 800,000 200,000
（ 出 展 会 員 補 助 ） 5,735,000 5,000,000 △ 735,000
（ 展 示 会 保 険 ） 49,054 50,000 946
（ 冊 子 作 成 費 ） 1,272,117 1,300,000 27,883
（ 備 品 作 成 費 ） 350,610 350,000 △ 610 のぼり追加・協力会エプロンクリーニング費用
（ 諸 口 ） 0 0 0 倉庫保管料
総 会 費 14,071,832 14,424,460 352,628

（ 会 場 費 ） 11,487,990 11,824,460 336,470 含む懇親会費
（ 議 案 書 作 成 費 ） 1,234,886 1,250,000 15,114 紙およびPDF制作

（ そ の 他 運 営 費 ） 1,348,956 1,350,000 1,044 講演料、交流会運営費、プログラム（次第）作成
費他

秋 の 講 演 会 費 10,206,747 10,300,000 93,253 会場費、懇親会費等
賀 詞 交 歓 会 費 2,580,000 2,600,000 20,000
雑 費 110,330 110,000 △ 330 支払手数料、協賛金等 　　　　　　　　　　　　　  
予 備 費 0 500,000 500,000
合 　 計 47,601,048 48,853,460 1,252,412

事 業 剰 余 金 △ 3,297,258 △ 4,236,460 △ 939,202
雑 収 入 67,867 67,000 △ 867
当 期 剰 余 金 △ 3,229,391 △ 4,169,460 △ 940,069
前 期 繰 越 金 9,556,815 6,327,424 △ 3,229,391
次 期 繰 越 金 6,327,424 2,157,964 △ 4,169,460
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ふれあい保障制度【結婚祝い金】収支予算書
2026年度　パルシステム協力会

自 2026年 5月1日　至 2027年 4月30日
　（単位：円）

項　目 2025年度実績額 2026年度予算額 増減額 備考

収
入

掛 金 39,960,000 40,748,400 788,400 ふれあい保障制度　掛金　加入人数×3,600円
（ふれあい保障制度） 37,962,000 38,710,980 748,980 ふれあい保障制度　掛金のうち95％
（ 結 婚 祝 い 金 ） 1,998,000 2,037,420 39,420 ふれあい保障制度　掛金のうち5％
合 　 計 39,960,000 40,748,400 788,400

支
出

ふれあい保障制度保険料 37,962,000 38,710,980 748,980
結 婚 祝 い 金 1,335,000 1,335,000 0
振 込 手 数 料 13,640 13,640 0 平均単価148円
合 　 計 39,310,640 40,059,620 748,980

雑 収 入 24,998 24,998 0
当 期 剰 余 金 663,000 702,420 39,420 結婚祝い金分
前 期 繰 越 金 5,694,416 6,357,416 663,000 結婚祝い金分
次 期 繰 越 金 6,357,416 7,059,836 702,420 結婚祝い金分

※ 結婚祝い金繰越金の取り扱いについては適宜幹事会にて進捗報告を行い対応を決定する事といたします。
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第５号議案
幹事辞任にともなう役員減員承認の件

　幹事会社である株式会社カジノヤより2026年4月14日に幹事会社及び役員辞任の意向が
提出されました。
　このことにより、パルシステム協力会会則第13条②の定めに則り、幹事辞任及び役員
の減員について提案いたします。また、本年は役員の改選期にあたらないことから、後任
の補充は行わず、役員数を1名減員といたします。残任期間は減員後の幹事体制にて会務
を分担し、運営にあたります。

　なお、減員後の幹事会社数は以下の通りとなり、同則第6条1に準拠しております。

減員前：20名
減員後：19名
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商品展示・組合員交流部会

品質管理部会異業種交流部会

環境部会

物流部会

第36期 
部会
活動報告
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2025年度　主要活動日誌
年月 日 会議・企画名 会場等

2025年5月

7日 第1回幹事会 東新宿本部（集合）
8日 第1回環境部会 東新宿本部（ハイブリッド）
15日 第1回品質管理部会 東新宿本部（ハイブリッド）
29日 第1回商品展示・組合員交流部会 東新宿本部（ハイブリッド）

29・30日 品質管理部会研修会（鹿児島県） 知覧農園、(有)塗木製茶工場

６月

13日 異業種交流部会学習会 東新宿本部（ハイブリッド）
第1回異業種交流部会 東新宿本部（ハイブリッド）

17日 第1回物流部会 東新宿本部（ハイブリッド）
24・25・7月2日 HACCPリーダー養成講座 東新宿本部　6/24・24（オンライン）、7/2集合開催

25日 第1回商品展示会実行委員会 東新宿本部（ハイブリッド）
28日 環境部会里山再生（茨城県） 中野きのこ園及び周辺圃場

7月 
「品質管理強化月間」

1日 第2回幹事会 熱海後楽園ホテル
第36回通常総会 熱海後楽園ホテル

10日 第2回環境部会 東新宿本部（ハイブリッド）
17日 第2回品質管理部会 東新宿本部（ハイブリッド）
23日 第2回商品展示・組合員交流部会 東新宿本部（ハイブリッド）

8月 
「品質管理強化月間」

7日 第2回異業種交流部会 東新宿本部（ハイブリッド）
22日 第2回物流部会 東新宿本部（ハイブリッド）

9月

9日 第3回幹事会 沖縄開催
11日 第3回環境部会 東新宿本部（ハイブリッド）
18日 第3回品質管理部会 東新宿本部（ハイブリッド）

22～26日 異業種交流部会同乗研修 パルシステム東京足立センター
27日 パルシステム福島商品展示会 ビックパレットふくしま

10月

9日 第3回異業種交流部会 東新宿本部（ハイブリッド）

11日 パルシステム群馬商品展示会 ビエント高崎
パルシステム山梨 長野商品展示会 アイメッセ山梨

14日 第3回物流部会 東新宿本部（ハイブリッド）
21日 品質管理部会研修会（新潟県） JA全農　新潟精米工場　道の駅あがの
26日 パルシステム千葉商品展示会 ハート柏迎賓館

11月 
「歳末物流強化月間」

1日 環境部会里山森林保全体験会（東京都） いなぎめぐみの里山

4日 第4回幹事会 品川プリンスホテル
第36期秋の講演会 品川プリンスホテル

13日 第4回環境部会 東新宿本部（ハイブリッド）
15日 パルシステム埼玉商品展示会 さいたまスーパーアリーナ　1F展示ホール
16日 パルシステム新潟ときめき商品展示会 新潟市産業振興センター
20日 第4回品質管理部会 東新宿本部（ハイブリッド）
23日 パルシステム静岡商品展示会 ツインメッセ静岡
29日 パルシステム神奈川商品展示会 パシフィコ横浜　展示ホールA

12月 
「歳末物流強化月間」

10日 物流部会学習会 東新宿本部（ハイブリッド）
第4回物流部会 東新宿本部（ハイブリッド）

11日 異業種交流部会学習会 東新宿本部（ハイブリッド）
第4回異業種交流部会 東新宿本部（ハイブリッド）

22日 第3回商品展示・組合員交流部会 東新宿本部（ハイブリッド）

2026年1月

10日 パルシステム茨城 栃木商品展示会 日立シビックセンター　マーブルホール

14日 第5回幹事会 品川プリンスホテル
賀詞交歓会 品川プリンスホテル

15日 品質管理部会学習会 東新宿本部（ハイブリッド）
第5回品質管理部会 東新宿本部（ハイブリッド）

22日 環境部会学習会 東新宿本部（ハイブリッド）
第5回環境部会 東新宿本部（ハイブリッド）

2月

10日 物流部会研修会（茨城県） パルシステムつくばみらいセンター
第5回物流部会 パルシステムつくばみらいセンター　会議室

12日 異業種交流部会研修会（静岡県） （株）スクロール、アズマ工業（株）

13日
第4回商品展示・組合員交流部会 東新宿本部（ハイブリッド）
第2回商品展示会実行委員会 東新宿本部（ハイブリッド）
商品展示会慰労会 リストランテベニーレベニーレ

24・25日 環境部会研修会（兵庫県） リスパック（株）　JAたじま

3月

5日 第6回幹事会 東新宿本部（ハイブリッド）
12日 環境部会研修会（神奈川県） 神奈川県水産技術センター、三和漁業協同組合、㈱城ヶ島水産

16・17日 物流部会研修会（新潟県） JA新潟ささかみ、JA新潟かがやき、JA全農　新潟精米工場　
道の駅あがの

19日 品質管理部会学習会 東新宿本部（ハイブリッド）
第6回品質管理部会 東新宿本部（ハイブリッド）

31日 異業種交流部会視察研修（新潟県） （株）ささかみ、道の駅あがの

４月
9日 第5回異業種交流部会 新宿スポーツセンター
15日 第6回物流部会 東新宿本部（ハイブリッド）
30日 第5回商品展示・組合員交流部会 東新宿本部（ハイブリッド）
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商品展示・組合員交流部会

商品展示・組合員交流部会 活動報告

� （役位・50音順、敬称略）
部会員（部会長） 三菱食品（株） 湊 篤志

部会員（副部会長） （株）にんべんフーズ 真野 晃誠
部会員（書記） 国分首都圏（株） 島田 元気

部会員

（株） 井ゲタ竹内 中西 穂高
（株）井上食品 井上 文喜

Umios（株） 國木 誠示
SBSゼンツウ（株） 田久保 孝
（株）カジノヤ 海老原 淳
共生食品（株） 小野寺 和明

ケンコーマヨネーズ（株） 頼末 真司
（株）ささかみ 安中 裕明

JPホームサプライ（株） 末竹 直人
協同組合JASMEQ 小野 章男
（株）水宗園本舗 山口 裕市

大洋香料（株） 東野 公彦
（株）髙山 味崎 拓郎

（株）東京コールドチェーン 山崎 柊果
（株）中村商店 中村 利昭

（株）パルシステム電力 奥田 健太郎
（株）パルブレッド 平田 耕一

ひかり味噌（株） 十亀 稔理
平田産業（有） 中村 竜也

ホクレン農業協同組合連合会 篠原 雅則／小林 紗霧
三菱食品（株） 岩﨑 洋介／石井 謙一郎

（有）宮醤油店 宮 敬一郎
（株）流通サービス 花井 健太郎

オブザーバー

パルシステム福島 石貝 直人／阿部 恵子
パルシステム茨城 栃木 佐藤 義典／大里 千恵子

パルシステム群馬 小林 祐太／野沢 昌美
パルシステム埼玉 斎藤 一歩

パルシステム神奈川 大窪 悠介／中野 真実／小林 恵子／西山 圭一郎
パルシステム千葉 大森 昇／今井 涼子
パルシステム静岡 加藤 恵理子／山本 美加

パルシステム山梨 長野 中村 慎吾／楠瀬 豪
パルシステム新潟ときめき 五十嵐 大輔／藤田 素子

パルシステム連合会

茂木 洋介／田端 伸行／吉江 健一 
清水 玄太／井深 貴久乃／奥山 聡子  
平井 卓也／酒井 真澄／石川 元壽／岩瀬 健二 
志賀 祐子／佐藤 哲郎／大格 哲夫／黒井 洋子

（商品展示会実行委員会）
メンバー
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商品展示・組合員交流部会

1.活動日誌
年月日・開催場所・形式 内　容

2025年5月29日（木）
16:00～17:00
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：12名
連合会：3名

〈第36期 第1回商品展示・組合員交流部会〉
〇第1回商品展示会会員生協担当者会議報告
同日に開催した、第1回商品展示会会員生協担当者会議の内容について共有を行いました。
〇商品展示・組合員交流部会ブースの目的と活用方法の優先順位
様々なご提案をいただき、事務局にて一度整理を行い、改めて部会へ提案することとしました。

2025年6月25日（水）
15:00～17:00
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：106名（76団体）
連合会：5名

〈第36期 第1回商品展示会実行委員会〉
〇2025年度パルシステム商品展示会開催計画
会員生協ご担当者より2025年度商品展示会開催日程、テーマ等のご報告をいただきました。
〇2025年度パルシステム商品展示会エントリー状況
事務局より今年度は91会員よりエントリーをいただいている旨報告がありました。
〇協力会からの出展補助費について
事務局より、1ブースにつき￥15,000から￥20,000の出展補助費に変更になる旨報告があり
ました。
〇2025年度パルシステム商品展示会エントリー取引先紹介
当日ご出席をいただいている76団体よりアピールポイントを伝えていただきました。

2025年7月23日（水）
16:00～17:00
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：18名
連合会：5名

〈第36期 第2回商品展示・組合員交流部会〉
〇商品展示・組合員交流部会ブース運用について
部会ブースは多くの団体に出展いただき、商品を組合員に知っていただくことを目的として活
用することとしました。
〇 商品展示・組合員交流部会ブース出展補助費について
事務局より、各会員へ￥20,000の出展補助費を検討しており、9月の幹事会に諮る旨報告があ
りました。
〇パルシステム茨城 栃木開催日程について
事務局より日程調整中の旨報告がありました。
〇2025年度商品展示会エントリー状況
事務局より、現在のエントリー状況の報告がありました。

2025年12月22日（月）
16:00～17:00
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：20名
連合会：5名

〈第36期 第3回商品展示・組合員交流部会〉
〇2025年度商品展示会開催報告
事務局より開催状況の報告がありました。
〇商品展示・組合員交流部会ブース活用報告
事務局より、会場の部会ブース活用の報告がありました。
〇2025年度商品展示会出展者報告
各委員より、良かった点、改善点の報告をいただきました。
〇【当日資料】次年度の商品展示会のありかた、センターまつりの進め方の提案
事務局より、独占禁止法リスク回避、出展機会の公平な調整等を鑑み、次年度の商品展示会開
催形式を、会員生協と協力会の「共催」という形に移行する提案がありました。詳細については、
1月の幹事会で提案する旨報告がありました。
〇2026年度商品展示会に向けて
事務局より、2026年度商品展示会に向けて 次回の部会の際、展示会改善に関するアンケート
を実施し、方針を決定する旨提案がありました。

2026年2月13日（金）
15:00～15:30
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：20名
連合会：4名

〈第36期 第4回商品展示・組合員交流部会〉
〇2026年商品展示会改善提案
次年度に向け、引き続き会員生協役職員との交流の時間があったほうが良いとの意見がありま
した。また、会場でのコラボの際のアレルゲン表示については掲示できるよう準備を進めるこ
ととしました。
〇6月のプレゼンについて
例年より1ヶ月早い５月に開催することとしました。
〇商品展示・組合員交流部会ブース運用について
今年度同様、会員生協からのお声掛けがなかった会員を最優先にブースを活用することとしま
した。
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商品展示・組合員交流部会

年月日・開催場所・形式 内　容

2026年2月13日（金）
15:30～17:00
東新宿本部

（ハイブリッド）
出席人数：21名
会員生協：12名
連合会：12名

〈第36期 第2回商品展示会実行委員会〉
〇2025年度商品展示会開催報告【会員生協】
会員生協ご担当者より、良かった点、工夫した点をご報告いただきました。
〇2025年度商品展示会出展報告【連合会ブース】
連合会職員より、出展の感想をいただきました。
〇商品展示・組合員交流部会ブース運用他報告
部会ブースの活用及びコラボ事例の報告を行いました。
〇2026年度商品展示会のあり方、進め方について提案事項
次年度に向け事務局より、会員生協と協力会との共催形式へ変更、エントリー時期の変更提案
と、引き続き交流時間の確保のお願いがありました。
〇2026年度商品展示会開催概要報告【会員生協】
現時点での開催予定を共有しました。

2026年2月13日（金）
18:00～20:00
リストランテ
ベニーレベニーレ

〈第36期 商品展示会慰労会〉
商品展示会実行委員会終了後、リストランテベニーレベニーレにて商品展示会慰労会を開催い
たしました。
商品展示・組合員交流部会員18名、部会員以外協力会会員34名、会員生協4名、連合会11名、事
務局1名計68名の参加がありました。

2026年4月30日（木）
16:00～17:00
東新宿本部

（ハイブリッド）
出席人数：19名
連合会：5名

〈第36期 第5商品展示・組合員交流部会〉
〇5月29日（金）開催　第1回商品展示会実行委員会について当日の進行方法の意見交換を行い
ました。
〇2026年度商品展示会開催日程
今年度の開催日程について共有を行いました。
〇商品展示会担当制（案）
事務局より商品展示会担当制について提案を行いました。

２.商品展示会活動日誌
生協名・年月日・時間 開催場所 内容

パルシステム福島
2025年9月27日（土）
10：00～13：00
13：00～13：30
メーカー、役職員交流

ビッグパレットふくしま
（福島県郡山市）

【食べて　支える　作り手と私の笑顔】というテーマのもと、パルシ
ステム神奈川の昨年度の企画の「おさかなロード」を真似て、10社の
メーカーにご協力いただき、来場者に「お魚食べよう！」アクション
を伝えることができました。
〇参加人数：880名
〇出展団体：43団体

パルシステム群馬
2025年10月11日（土）

（1部）10：15～12：00
（2部）13：15～15：00
1部と2部の間にメーカー、
役職員交流

ビエント高崎
（群馬県高崎市）

＜たべて・ためして わくわくフェスティパル＞　「フェスティバル」
と「パル（仲間）」を掛け合わせたテーマの通り、お祭りのように様々
なメーカーや生産者との交流を楽しみ、商品への理解を深める場と
なりました。
〇参加人数：1,377名
〇出展団体：41団体

パルシステム山梨 長野
2025年10月11日（土）

（1部）10：00～11：30
（2部）12：45～14：15
（3部）14：30～15：10
※３部はメーカー、役職員交流

アイメッセ山梨
（山梨県甲府市）

パルシステムの取引先メーカーや関連会社が出展し、組合員が商品
を「見て、食べて、ふれて」、相互理解を深める機会を創造しました。
本会を通し、組合員の帰属性、利用向上を図りました。
〇参加人数：1,036名
〇出展団体：31団体
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2025年度第31回商品展示会の詳細につきましては、2026年4
月に会員のみなさまに配布した冊子「2025年度第31回商品展
示会レポート」をご覧ください。

商品展示・組合員交流部会

生協名・年月日・時間 開催場所 内容

パルシステム千葉
2025年10月26日（日）
10：00～14：00
14：15～14：45
メーカー、役職員交流

ハート柏迎賓館
（千葉県柏市）

①組合員と作り手が直接つながり（交流）、商品理解を深め、パルシ
ステムの魅力を伝える機会とする。
②「もっといい明日へ　超えてく」の取り組みを広める。
③パルシステム千葉の取り組み（組合員活動、地域コミュニティづく
り、共済推進など）を広く伝える。
〇参加人数：750名
〇出展団体：27団体

パルシステム埼玉
2025年11月15日（土）
（1部）10：00～11：45
（2部）13：00～14：45

さいたまスーパーアリーナ
展示ホール

（埼玉県さいたま市）

テーマ「知るって、楽しい！」
開催目的
①商品の試食、試飲を行うことで、組合員に商品を知ってもらう機
会とする。
②組合員と作り手が直接交流を図ることで、商品への理解を深め、
信頼を高める。
③「もっといい明日へ超えてく」の取り組みを広める。
④「パルシステム埼玉」の取り組みを伝える。
〇参加人数：1,045名
〇出展団体：29団体

パルシステム新潟ときめき
2025年11月16日（日）
（1部）10：00～11：30
（2部）12：45～14：15
※1部と2部の間にメーカー、
役職員交流

新潟市産業振興センター
（新潟県新潟市）

昨年に引き続き、生産・製造者と消費者の交流の場を提供する、組合
員が商品を知る機会を創出する、生協の事業と活動を広める場とす
るの３つをテーマに開催。
〇参加人数：918名
〇出展団体：31団体

パルシステム静岡
2025年11月23日（日）
10：30～13：00
13：30～14：15
メーカー、役職員交流

ツインメッセ静岡
（静岡県静岡市）

7年ぶりとなる中部エリアでの開催となる今回の商品展示会は、組
合員、作り手、パルシステムの三者が直接顔を合わせ交流する貴重
な場として、新商品との出合い、お気に入り商品の再発見、そして商
品づくりの背景や物語を伝える機会となりました。
〇参加人数：681名
〇出展団体：29団体

パルシステム神奈川
2025年11月29日（土）
（1部）9：30～11：30
（2部）13：00～15：00
※1部と2部の間にメーカー、
役職員交流

パシフィコ横浜 展示ホールＡ
（神奈川県横浜市）

目的：メーカー・産地と消費者が交流することにより相互理解を深め、
商品および当組合の取り組みを広く伝えます。
主な内容：
・パルシステムに関わるメーカーの商品試食、展示、販売（一部）、メー
カー・産地との交流
・「もっといい明日へ　超えてく」取り組みへの理解促進
・当組合とパルシステムの取り組み紹介
〇参加人数：2,290名
〇出展団体：37団体

パルシステム茨城 栃木
2026年1月10日（土）
10：30～14：00
14：00～14：30
メーカー、役職員交流

日立シビックセンター 
マーブルホール

（茨城県日立市）

昨年に引き続き「美味しい！楽しい！に出会える一日」をテーマと
して開催。来場者の皆様には、メーカーや生産者との直接の対話を
通じて、商品づくりに込められたこだわりや生産背景への理解を深
めていただくとともに、日頃親しんでいる「美味しい！」に加え、新
たな調理方法や食べ方の提案により、これまで知らなかった「美味
しい！」との出合いを体験していただきました。
〇参加人数：619名
〇出展団体：27団体
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3.まとめ（2025年度活動報告）
【活動報告】
　2025年度の商品展示・組合員交流部会及び実行委員会は計7回開催いたしました。
　6月に実施された第1回商品展示会実行委員会では、商品展示会へのエントリー91会員の報告があり、
当日76団体よりアピールポイントの説明がございました。また、2月の第2回商品展示実行委員会では、
各会員生協・連合会の担当者様にもご参加いただき、関係各位による25年度商品展示会の総括を行い
ました。
　商品展示会は、9月27日パルシステム福島を皮切りに9会場で開催され、皆様のご協力とご支援のお
かげさまをもちまして、各会場にて盛況のうちに終えることが出来ました。各生協がそれぞれのテー
マを掲げ組合員のみなさんと直接交流し、商品の魅力や地域での活動紹介等を通して「伝えていく、
広げていく」そんな熱い想いが、各会場での盛り上がりにつながったものと思っております。
　今年度の取り組みとして、昨年から引き続き各ブースで複数の部会員商品のコラボメニューを展開し、
組合員様へ新たな「価値」や「発見」をご提供することが出来ました。各会員生協からは各会場で１ブー
スを商品展示・組合員交流部会枠としてご提供いただき、各協力会会員で自社商品のご紹介をさせて
いただきました。また、今年度からの新たな取り組みとしては、組合員来場時間外や休憩時間を利用し、
各会員生協職員と各協力会会員参加者にそれぞれのブースを回っていただき、お互いの商品や提案メ
ニューについて、活発な意見交換や商品知識の拡大につなげる試みが非常に好評でした。これらの取
り組みは今後継続して実施していきたいと思います。
当会は今後も引き続き各会員生協を支えて参ります。

【次年度に向けて】
　2026年度の商品展示・組合員交流部会及び実行委員会は年7回の活動を予定しております。内容と
いたしましては下記を予定しております。
①�2026年度より、商品展示会・会員生協センターまつりは、会員生協と協力会の共催となりました。
今後、会場ごとの担当制等の検討を協議して参ります。
②�商品展示・組合員交流部会ブースは、多くの協力会会員の皆様に展示会の魅力を享受していただく
ために有効活用して参ります。
③�商品展示会各会員生協スタッフと各協力会出展企業スタッフとの交流を目的とした時間を設けてい
ただけるように進めて参ります。
④�2026年度8会場（今回埼玉は会場の都合上、例年の開催形式では行わないこととなりました）での
商品展示会終了後に、良かった点・悪かった点などの振り返りを行い、課題の整理をいたします。
⑤�余剰品のフードバンクへの寄付を検討して参ります。
　2026年度も各会員生協展示会を支え、協力しながら、協力会会員の事業活動にも貢献できるように
進めて参りますので、今後ともご支援賜りたくよろしくお願い申し上げます。

商品展示・組合員交流部会
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物流部会

物流部会 活動報告
� （役位・50音順、敬称略）

部会員（部会長） （株）流通サービス 大葉 秀樹

部会員（副部会長）
国分首都圏（株） 南 博貴
平田産業（有） 平田 孝一

部会員（書記） （株）流通サービス 花井 健太郎

部会員

SBSゼンツウ（株） 岡本 佳徳／田久保 孝
Umios（株） 板垣 秀典

（株）カワタキコーポレーション 大槻 雅人
協同水産流通（株） 加瀬 勉
国分首都圏（株） 長尾 学

（株）三協運輸サービス 佐藤 尚之／西村 謙一
スワ運輸（株） 小山 実

全農パールライス（株） 坂部 康洋
（株）高商 宇山 祐矢

（株）トクスイコーポレーション 伊藤 健
（株）パルシステム・イースト 田巻 亮二／坂上 真澄

（株）パルライン 坂口 明宏／志垣 司
（株）ロジカル 久保 裕介

オブザーバー パルシステム連合会
武井 紳
江口 和広

メンバー
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物流部会

1.活動日誌
年月日・開催場所/形式 内　容

2025年6月17日（火）
16:00～17:00
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：19名
連合会：5名

〈第36期第1回物流部会〉
〇2025年度（第36期）パルシステム協力会活動方針（案）
事務局より、2025年度（第36期）パルシステム協力会活動方針案について説明があり、7
月の通常総会にて決定する旨報告がありました。
〇2025年度（第36期）物流部会活動方針
大葉部会長より、2025年度（第36期）物流部会活動方針の説明があり、月の通常総会にて
決定する旨報告がありました。
〇2025年度歳末物流強化月間ポスターについて
2025年度歳末物流強化月間ポスターのデザインについて、協議を行いました。併せて、
今後の制作スケジュールを共有しました。
〇2025年度物流部会研修会
日帰り研修は、部会日程に合わせてパルシステムつくばみらいセンターで開催すること
としました。
宿泊型の視察についてはお米の産地やメーカー視察など提案があり、事務局にて再度確
認後、次回以降で提案することとしました。
〇2025年度物流部会学習会
学習会案として、（株）パルライン顧問の太田氏にパルシステムの物流の歴史について講
演していただけるよう依頼することとしました。
〇物流部報告
2024年度供給実績、直近の課題・取り組み、取引先との連携について報告がありました。

2025年8月22日（金）
16:00～17:00
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：13名
連合会：4名

〈第36期第2回物流部会〉
〇2025年度歳末物流強化月間ポスターについて
部会員よりいただいた画像をもとに２案提示を行い、基となる案を絞り、一部修正するこ
ととしました。
〇2025年度物流部会研修会
パルシステムつくばみらいセンターの研修会日程を2026年2月10日（火）で進めること
としました。
〇2025年度物流部会学習会

（株）パルライン顧問太田氏の学習会を12月10日（水）に開催することとしました。
〇物流部報告
第1四半期状況、改正物流効率化法等への取り組み状況について報告がありました。

2025年10月14日（火）
16:00～17:00
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：15名
連合会：4名

〈第36期第3回物流部会〉
〇2025年度研修会について
宿泊を伴う研修会について協議を行い、物流を含めたお米の産地視察を行いたいとの意
見があり、JA新潟かがやきささかみを軸に確認をすすめることとしました。
〇2025年度歳末物流強化月間ポスター集約状況
ポスター集約状況の共有を行いました。
〇2025年度物流部会研修会進捗
2026年2月10日（火）開催、研修会のスケジュールを共有しました。
〇2025年度物流部会学習会進捗
12月10日（水）開催、学習会のスケジュールを共有しました。
〇物流部報告
上半期進捗、下期以降の重点課題、降雪に伴う予防的通行止対策について報告がありまし
た。

2025年12月10日（水）
14:00～15:30
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：15名
オンライン：74アカウント
連合会：5名

〈物流部会学習会〉
演題：「パルシステムの物流30年の歩み」
講師：（株）パルライン 太田賜嗣夫氏
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物流部会

年月日・開催場所/形式 内　容

2025年12月10日（水）
16:00～17:00
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：14名
連合会：6名

〈第36期第4回物流部会〉
〇2025年度歳末物流強化月間ポスターアンケートについて
アンケートの内容について協議を行い、昨年度アンケート項目になかった、昨年同時期と
の比較項目を追加することとしました。また、スローガンごとにアンケートを行うことと
しました。
〇2025年度物流部会研修会
宿泊を伴う研修会開催地を新潟県（JA全農　新潟精米工場、近隣産地、道の駅あがの）と
しました。
〇物流部報告
経営状況（上期累計）、各種取り組み、第4四半期の重点課題について報告がありました。

2026年2月10日（火）
茨城県
14:00～15:00
出席人数：13名
連合会：4名

〈物流部会研修会〉
〇研修先：パルシステムつくばみらいセンター
〇研修内容：�座学（建設概要・設備紹介）�

センター内視察

2026年2月10日（火）
14:30～15:30
パルシステムつくばみらいセンター
（ハイブリッド）
出席人数：15名
連合会：4名

〈第36期第5回物流部会〉
〇2026年度物流部会研修会、講演会について
次回の部会にて改めて協議することとしました。
〇下期視察研修について(感想・振り返り)
同日の視察を終えて感想を共有しました。
〇物流部会講演会参加者アンケート報告
〇2025年度歳末強化月間ポスターアンケート報告
上記２議事についてアンケート結果の共有を行いました。
〇物流部報告
2025年度年末年始物流部のまとめとして、総評、年末年始受注点数実績、イレギュラー
対応（詳細）、次年度に向けてについて報告がありました。

2026年3月16日（月）～17日（火）
新潟県
出席人数：�16日16名�

17日14名
連合会　：�16日3名�

17日2名

〈物流部会研修会〉
〇研修先：�JA新潟かがやきささかみライスセンター�

（株）ささかみ　豆腐工場�
JA全農　新潟精米工場�
道の駅あがの

〇研修内容：�学習会　「産地概要・お米の現状について」�
生産者　青木様米づくり倉庫・精米所見学�
道の駅あがの　説明・見学

2026年4月15日（水）
16:00～17:00
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：13名
連合会：4名

〈第36期第6回物流部会〉
〇2025年度活動総括
2025年度振り返りを行いました。
〇2026年度物流部会研修会、講演会
2026年度研修会、講演会について協議を行い、講演会のテーマとして物流新法への実務
対応を学びたい等、意見がありました。
〇3月16日～17日開催　下期研修会参加者報告
参加者より感想をいただきました。
〇物流部報告　
2025年度供給実績（2025年2月末日時点）、物流部2025年度到達点、物流部2026年度
方針・重点課題、直近の課題・取り組みについて報告がありました。
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2026年2月10日（火）開催研修会（茨城県）　パルシステムつくばみらいセンター

2026年3月16日（月）～17日（火）開催研修会（新潟県） 
JA新潟かがやきささかみライスセンター、JA全農　新潟精米工場、（株）ささかみ

2025年度　歳末物流強化月間ポスター
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2.まとめ（2025年度活動報告）
【活動総括】
　2025年度部会活動は、部会6回、研修会2回、学習会1回を開催しました。
　研修会では、パルシステムの物流を改めて学ぶために、つくばみらいセットセンターの視察を行い
ました。新冷凍SCの視察を通じて、パルシステム連合会が取り組んでいる、省人化、省力化、環境
問題への取り組みについて、理解を深めることができました。
　また、産地研修会では、令和の米騒動を経て、産地の現状を確認するため、JA新潟かがやきささか
みライスセンター様、（株）ささかみ様、JA新潟全農様、道の駅あがの様を訪問しました。産直産地
の苦労や課題など厳しい現実を学ぶ一方で、パルシステムへの熱い想いを感じることが出来た、大変
貴重な研修となりました。
　学習会では（株）パルライン太田顧問を招き、パルシステムの物流についてご講義いただきました。
パルシステム物流の歴史から、現在に至るまでの様々な改革に関して、ご講義いただき、学びの多い
学習会となりました。年末には例年同様ではありますが、歳末物流強化月間の取り組みを実施し、物
流事故ゼロ・納品事故ゼロをテーマに会員各社に呼びかけを実施しました。

【次年度に向けて】
　中東情勢の悪化によるエネルギー調達問題や労働力不足は、物流業界のみならず社会的な問題となっ
ており、物流業界を取り巻く環境はますます厳しくなっております。パルシステム連合会様と連携し、
物流に困っている方々へ少しでもお役にたてるよう、議論を重ねて参る所存です。
　最後となりますが、次年度においても、継続して生消協との連携やメーカー様の視察を通じて、商
品の裏側にあるご苦労やこだわりの安心安全な商品を学び、組合員様の暮らしに貢献できるよう努め
てまいります。　
　何卒、物流部会の活動へご協力の程、よろしくお願いいたします。
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	 	品質管理部会

品質管理部会 活動報告
� （役位・50音順、敬称略）

部会員（部会長） （株）ニッスイ 古賀 敬

部会員（副部会長）
（株）カジノヤ 梶 光則

（株）ウィルミナ 幸村 潮菜
部会員（書記） （有）菊水堂 土谷 淳

部会員

（株）ウィルミナ 坪谷 友理
エム・シーシー食品（株） 前田 清彦

（株）カジノヤ 長谷川 義孝
共生食品（株） 旭 鉄志
（株）協和 梅田 靖彦

協同組合 JASMEQ 小野 章男
シンコー食品（株） 宮下 富幸

全農パールライス（株） 西野入 英幸／馬橋 和明
（株）タケイ 石原 隆弘

デイリーフーズ東京販売（株） 光丸 永援
（株）テロワール・アンド・トラディション・ジャパン 二瓶 徹

（株）東京コールドチェーン 末吉 太一
（株）ニッキーフーズ 田中 紀年

（株）ニッスイ 久保 洋
（株）ニチレイフーズ 古川 奈実
（株）にんべんフーズ 浅原 真

（株）浜食 田中 浩一
（株）パルブレッド 今西 二郎/矢島 規雄
（株）パル・ミート 宮原 雅仁

（株）ファーストフーズ 芳賀 隆次
（株）ふくれん 久良木 正秋

北海道漁業協同組合連合会 山野寺 健一／濱名 拓郎
（株）ユニマットキャラバン 瀬沼 淳一／長谷川 礼太

水野食品（株） 水野 茂
三菱食品（株） 岩﨑 洋介

オブザーバー

協同組合 JASMEQ 監物 今朝雄
大洋香料（株） 長谷川 雅人

（株）ニッスイ 朝長 洋治郎
パルシステム連合会 川村 健一

メンバー
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1.活動日誌
年月日・開催場所/形式 内　容

2025年5月15日（木）
16:00～17:00
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：18名
連合会：5名

〈第36期第1回品質管理部会〉
〇2025年度36期パルシステム協力会活動方針について
〇品質管理部会2024年度活動総括、次年度に向けて
上記2議事について梶副部会長より報告があり、7月の通常総会にて決定する旨報告があ
りました。
〇2025年度品質管理部会上期研修会について
2025年度研修会候補地について協議を行いました。
〇2025年度品質管理部会上期学習会について
2025年度上期学習会テーマについて協議を行いました。
〇2025年度品質管理部会強化月間ポスターについて
2025年度品質管理部会強化月間ポスター作製にあたり、最終版の確認を行いました。
〇5月29日～30日上期研修会について
上期研修会の行程について最終確認を行いました。
〇HACCPリーダー養成講座（3日間）開催のご案内
小野部会員より6月・7月に開催をするHACCPリーダー養成講座の案内がありました。
〇品質保証部報告
4月商品事故申告件数の推移、商品事故多発状況、工場点検、品質管理のお願いについて
報告がありました。

2025年5月29日（木）～30日（金）
鹿児島県
出席人数：12名
連合会　：2名

〈品質管理部会研修会〉
〇研修先：�知覧農園、塗木製茶工場（有）、塗木製茶工場（有）付近の有機農園、�

知覧特攻平和会館
〇研修内容：�座学・DVD視聴・有機抹茶他試飲、荒茶工場内視察・ぼかし肥料堆肥場視察、�

茶摘み作業体験・乗用摘採機同乗体験

2025年6月24日（火）・25日（水）・
7月2日（水）
参加者：10社10名
（主催：協同組合　JASMEQ）
（後援：協力会品質管理部会）

〈HACCPリーダー養成講座（3日間）〉
６月24日・25日の２日間をWebセミナーとして、３日目の７月２日はグループ作業を
中心に、パルシステム連合会会議室においてのリアル開催として、計画実施しました。
講師：加藤光夫氏、中川弘氏、小谷正史氏

2025年7月17日（木）
16:00～17:00
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：23名
連合会：3名

〈第36期第2回品質管理部会〉
〇2025年度品質管理部会上期研修会について
部会員からのアンケートをもとに協議を行いました。米産地の希望が多く、米に限らず、
米加工品も含め候補地を検討することとしました。
〇2025年度品質管理部会上期学習会について
部会員からのアンケートをもとに協議を行いました。食中毒、メンタルヘルスケア、温暖
化をテーマとした意見を多くいただき再度調整することとしました。
〇HACCPリーダー養成講座実施報告
協同組合JASMEQ中村様より資料に沿って報告がありました。
〇品質保証部報告
6月商品事故申告件数の推移、商品事故多発状況、工場点検、品質向上に向けた取引先説
明会（多発事故対策学習会）開催について報告がありました。

2025年9月18日（木）
16:00～17:00
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：23名
連合会：5名

〈第36期第3回品質管理部会〉
〇2026年度品質管理強化月間ポスターアンケートについて
2026年度品質管理強化月間ポスター作製にあたり、テーマ等のアンケートの内容につい
て協議を行いました。
〇2025年度品質管理部会学習会について
テーマはメンタルヘルスケア応用編と食中毒の２つで進めることとしました。
〇2025年度品質管理部会研修会について
JA全農　新潟精米工場視察（１時間）を軸に日帰りでの研修としました。
〇品質管理強化のお願い【緊急事態宣言】
川村部長より資料に沿って説明がありました。事業対応を伴う事故が多発と７月から８
月にも改善が見られなかったため対応のお願いをしました。
〇品質保証部報告
8月商品事故申告件数の推移、商品管理体制の実行性確認について報告がありました。

	 	品質管理部会
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年月日・開催場所/形式 内　容
2025年10月21日（火）
新潟県
出席人数：12名
連合会：2名

〈品質管理部会研修会〉
〇研修先：�JA全農　新潟精米工場�

道の駅あがの
〇研修内容：�工場概要説明（座学、ビデオ視聴）�

工場見学　新潟米新米試食

2025年11月20日（木）
16:00～17:00
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：22名
連合会：2名

〈第36期第4回品質管理部会〉
〇2026年度品質管理強化月間ポスターアンケート集計結果
部会員からのアンケートをもとにテーマを決定しました。次回素案を提出することとし
ました。
〇2026年3月19日開催イカリ消毒学習会について
学習会の内容について協議を行いました。学習会の時期的に、ノロウィルスのピークが過
ぎているので、食中毒について取り上げてみてはとの意見が出ました。
〇10月21日品質管理部JA全農新潟工場視察報告
視察参加者より感想をいただきました。
〇品質保証部報告
10月商品事故状況、部門別前年対比表について報告がありました。

2026年1月15日（木）
14:30～15:50
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：25名
オンライン：28アカウント
連合会：3名

〈品質管理部会学習会〉
演題：「メンタルヘルスとコミュニケーション」
講師：（株）ドクタートラスト　公認心理師�市川たから氏

2026年1月15日（木）
16:00～17:00
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：27名
連合会：4名

〈第36期第5回品質管理部会〉
〇2026年度品質管理強化月間ポスターについて
前回の意見を反映した２案を基に協議を行い１案に絞り、修正箇所を反映したものを次
回提出することとしました。
〇2026年度品質管理部会研修会、講演会について
2026年度研修会候補地について協議を行い、後日アンケートを取ることとしました。
〇2025年度品質管理部会講演会参加者報告
同日開催をしました、講演会の感想をいただきました。
〇品質保証部報告
12月商品事故状況、部門別前年対比表、お申し出件数推移、年末の傾向、多発事故（1月）
について報告がありました。

2026年3月19日（木）
14:10～15:50
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：25名
オンライン：100アカウント
連合会：4名

〈品質管理部会学習会〉
演題：「食中毒菌の基礎知識と食品工場での微生物対策」
講師：�イカリ消毒（株）　検査分析営業課�福井洸佑氏�

イカリ消毒（株）　食品医薬分析部�榊美保氏

2026年3月19日（木）
16:00～17:00
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：27名
連合会：4名

〈第36期第6回品質管理部会〉
〇2026年度品質管理強化月間ポスターについて
前回の意見を反映したポスターの確認を行い、英語表記部分を次回最終確認することと
しました。
〇2026年度品質管理部会研修会、講演会について
部会員アンケートをもとに意見交換を行い、研修会については能登または東北の復興、講
演会については今回提案があった意見を事務局で整理を行い再提案することとしました。
〇2025年度品質管理部会講演会参加者報告
同日開催をしました、講演会の感想をいただきました。
〇品質保証部報告
2月商品事故状況、事業対応・多発案件、品質向上プロジェクト学習会開催報告、2026年
度の品質保証部業務体制、品質管理部会2026年度の活動提案がありました。

	 	品質管理部会

パルシステム協力会第37回通常総会議案書_P25-34.indd   32パルシステム協力会第37回通常総会議案書_P25-34.indd   32 2026/06/11   15:15:142026/06/11   15:15:14



33

品質管理部会

2025年度　品質管理強化月間ポスター

〈品質管理部会研修会（鹿児島県）〉
知覧農園、塗木製茶工場（有）、塗木製茶工場（有）付近の有機農園、知覧特攻平和会館

〈品質管理部会研修会（新潟県）〉
ＪＡ全農　新潟精米工場、道の駅あがの
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2.まとめ〈2025年度活動報告〉
【活動総括】
　2025年度は、年6回の部会を開催いたしました。上期研修会につきましては、2025年５月29日～30
日で株式会社水宗園本舗様のご協力のもと、株式会社知覧農園様、有限会社塗木製茶工場様を視察い
たしました。有機栽培の現場を通じ、微生物を活用した土づくりの重要性や、すべてが循環している
自然の力の偉大さに感銘を受けました。また、人材育成の一環として、６月24日・25日と7月2日の３
日間協同組合JASMEQ様のご協力を得て「HACCPリーダー養成講座」を開催いたしました。加藤様、
中川様、小谷様を講師にお招きし、実務に即した内容で理解を深めることが出来ました。下期研修会
については、10月に日帰りで実施し、全農パールライス株式会社様のご協力のもと、JA全農　新潟精
米工場を視察いたしました。異物混入防止に関する具体的な対策を学ぶとともに、高温障害にも強い
品種として開発された「新之助」の品質と食味の良さに大きな学びを得ました。さらに学習会として、
2026年1月には「メンタルヘルスとコミュニケーション」をテーマに株式会社ドクタートラスト市川
様よりご講演いただきました。オンラインと対面にて開催し53名が参加しました。非常に身近なテー
マであったことから、多くの参加者にとって実践的で有益な内容となりました。加えて、3月にはイ
カリ消毒株式会社様のご協力を得て食中毒対策をテーマとした学習会を開催し、多数の参加をいただ
きました。

【次年度に向けて】
　2026年度も、年６回の品質管理部会を予定しております。また、学習会・研修会についても引き続
き年２回の実施を目指します。今後も組合員の皆様に安全・安心な商品をお届けできるよう、品質管
理の向上に継続して取り組んでまいります。
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環境部会

環境部会 活動報告
� （役位・50音順、敬称略）

部会員（部会長） SBSゼンツウ（株） 村木 佳弘

部会員（副部会長）
JPホームサプライ（株） 松浦 健之

（株）みそ半 松永 泰裕
部会員（書記） （有）清和商会 武井 康公

部会員

ヱスケー石鹸（株） 滝沢 優
SBSゼンツウ（株） 布川 岳史

エム・シーシー食品（株） 栗山 珠梨
大石産業（株） 古川 拓実
共生食品（株） 小谷 正史

協同水産流通（株） 佐藤 謙太郎
（株）協立 本間 百絵子

グリンリーフ（株） 田頭 登紀
（株）十文字チキンカンパニー 古舘 裕樹／田畑 大貴

（有）清和商会 清水 雄貴
JPホームサプライ（株） 鈴木 雅之

全国漁業協同組合連合会 石井 誠
太陽油脂（株） 内山 洋

テーブルランド（株） 鈴木 洋一
（株）パシフィック･トレード･ジャパン 田代 彰

花嫁わた（株） 吉村 祐介／山口 美真
（株）パルシステム電力 河野 将気

日野出（株） 川崎 宏太郎
北海道漁業協同組合連合会 山野寺 健一／濱名 拓郎

丸紅食料（株） 浦川 景子
雪印メグミルク（株） 池田 麗光

リスパック（株） 山田 裕子
オブザーバー パルシステム連合会 志賀 祐子

メンバー
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1.活動日誌
年月日・開催場所/形式 内　容

2025年5月8日（木）
16:00～17:00
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：22名　
連合会：4名

〈第36期 第1回環境部会〉
〇2024年度活動報告、2025年度第36期環境部会活動計画について
村木部会長より、2025年度（第36期）パルシステム協力会活動方針案について説明があり、
7月の通常総会にて決定する旨報告がありました。
〇2025年度第36期環境部会活動計画の内容について
研修会：上期は茨城県にある雪印メグミルク阿見工場に打診することとしました。
講演会：内部講師として、（株）十文字チキンカンパニー 田畑部会員、外部講師として、
Climate Integrate 代表理事 平田仁子氏で打診することとしました。
ビーチクリーン・里山再生：事務局より改めて案内を配信することとしました。
〇環境政策推進室より報告
環境活動報告書2025、環境委員会2025年度活動方針最終版について報告がありました。

2025年6月28日（土）
茨城県
出席人数：5名　
連合会：1名

〈環境部会里山再生〉
活動場所：「中野きのこ園」及び周辺圃場
活動内容：里山再生活動（いきもの調査、ビオトープ）見学、じゃがいも収穫体験、クリーン
活動

2025年7月10日（木）
16:00～17:00
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：22名　
連合会：4名

〈第36期 第2回環境部会〉
〇2025年度上期研修会について
前回候補地の受け入れが難しく、産直産地と合わせた候補地を事務局より再考すること
となりました。
〇2025年度講演会について
内部講師として、（株）十文字チキンカンパニー田畑部会員、外部講師として、Climate 
Integrate 代表理事平田 仁子氏で進めることとし、開催時期は2026年1月もしくは3月
としました。
〇6月28日開催里山再生参加者報告
参加部会員より感想をいただきました。
〇環境政策推進室より報告
パルシステムの環境の取り組み、「2024年度どんなことに取り組んだ？」パルシステム
の環境・エネルギー政策へのアクション！について報告がありました。

2025年9月11日（木）
16:00～17:00
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：18名　
連合会：4名

〈第36期 第3回環境部会〉
〇11月1日（土）開催　環境委員会　里山森林保全体験会
事務局より11月1日（土）に開催する環境委員会主催、里山森林保全体験会について案内
がありました。
〇2025年度研修会について
石井部会員より、日帰り候補地として城ヶ島の藻場について説明いただき、2月～3月で
実施を検討することとしました。
宿泊研修は受け入れの調整が難しく、改めて候補地の協議を行いました。
〇環境政策推進室より報告
リユース・リサイクル　戻してポイント２倍期間展開中！（9月1回～10月5回）、夏休み
企画「セミに鳴き声を聞いてみよう！！」、【10/10（金）オンライン開催】ごみにまつわる
お金のこと、ごみの学校の寺井さんに聞いてみよう！、今年も「エコまな部」活動中！、に
ついて報告がありました。

2025年11月1日（土）
東京都
出席人数：2名　
連合会：1名

〈環境部会里山森林保全体験会〉
活動場所：いなぎめぐみの里山（パルシステム東京所有）
活動目的： 里山を活用した組合員向け森林保全企画でできることを模索する。 

自然共生社会実現のために、地域の里山などを活用し生協ができることを考える。　　　　　
全国の生協で行っている森林保全活動とのつながりや連携について考える。

環境部会
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年月日・開催場所/形式 内　容

2025年11月13日（木）
16:00～17:00
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：21名　
連合会：4名

〈第36期 第4回環境部会〉
〇2025年度研修会について
前回日帰りでの提案がありました、城ヶ島での研修を3月12日（木）で進めることとし、ス
ケジュール案を共有しました。宿泊を伴う研修は、（株）ナカショクで調整を進めていまし
たが、鳥インフルエンザの警戒時期となり、再調整することとしました。再調整先として、
部会会員であるリスパック（株）で調整することとしました。
〇2025年度講演会について
講演会開催日を1月22日に開催することとしました。
〇 11月1日いなぎめぐみの里山森林保全体験会報告
参加部会員より感想をいただきました。
〇環境政策推進室より報告
リユース・リサイクル戻してポイント２倍期間を展開しました！、エネミラトーク食べも
のとエネルギー、さようなら原発全国集会、水産方針改定、竹の間伐を体験「いなぎめぐ
み里山」、EVトラック導入、光熱費節約でお財布ぷくぷく大作戦！うちエコ診断WEB受
診キャンペーン、生物多様性を学ぶ　産地と生きものの動画公開、今年も「エコまな部」
活動中！みんなでライトダウンキャンペーン、オンライン企画「ブラジルで話し合われた
気候変動のはなし　COP（コップ）30リポート」について報告がありました。

（株）アクア生ゴミ処理機の紹介がありました。

2026年1月22日（木）
13:30～15:45
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：20名
オンライン：37アカウント
連合会：4名

〈環境部会学習会〉
[第一部]
・演題：�までっこチキンのあゆみと資源循環・CO₂削減の取り組み 

～鶏糞を活用したバイオマス発電～
講師：株式会社十文字チキンカンパニー　環境部 田畑大貴氏
[第二部]
・演題：「脱炭素社会の実現に向けて」
・講師：Climate Integrate 代表理事 平田仁⼦氏

2026年1月22日（木）
16:00～17:00
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：21名　
連合会：5名

〈第36期 第5回環境部会〉
〇2月24日（火）・25日（水）兵庫視察研修・3月1日（日）神奈川視察研修について
事務局より2月24日（火）・25日（水）兵庫視察研修、3月1日（日）城ヶ島視察研修行程につ
いて説明がありました。
〇2026年度研修会、講演会について
次年度に向けての協議を早めに行い、アンケートを実施することとしました。
〇2026年環境部会講演会参加者報告
同日開催をしました、講演会の感想をいただきました。
〇環境政策推進室より報告
12月５日（金）「ブラジルで話し合われた気候変動のはなし‐COP(コップ)30リポート」
開催、12月15日（月）「びんリユースでつながる」5生協が交流　リサイクルとの違いを再
確認、EVトラックに間伐材を活用　産地・メーカーとの協同で実現、光熱費節約でお財布
ぷくぷく大作戦！うちエコ診断WEB受診キャンペーン、2月11日（水）オンライン＆会場
同時開催「大人の遠足！よこはま動物園ズーラシアで学ぶ ～知る・考える・行動する、今
こそ私たちの出番」、3月7日（土）トークイベント「エネルギーも自給！新しい農業のカタチ」
について報告がありました。

2026年2月24日（火）～25日（水）
兵庫県
出席人数：�24日11名�

24日10名
連合会：�24日2名�

25日1名

〈環境部会研修会〉
〇研修先：リスパック（株）関西工場、JAたじま豊岡営農センター、コウノトリ公園
〇研修内容：工場概要説明（座学、ビデオ視聴）、工場視察

2026年3月12日（木）
神奈川県
出席人数：12名　
連合会：3名

〈環境部会研修会〉
〇研修先：神奈川県水産技術センター、三和漁業協同組合、（株）城ヶ島水産
〇研修内容：学習会、工場視察
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環境部会里山再生 環境部会里山森林保全体験会

視察先：神奈川県水産技術センター、三和漁業協同組合、（株）城ヶ島水産

視察先：リスパック（株）　JAたじま
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2.まとめ 《2025年度活動報告》
【活動報告】
　2025年度においても、パルシステム環境政策への理解を深めることを目的に、環境政策推進室のご
協力のもと、多様な活動を実施いたしました。
　部会は全5回開催し、年度初回に活動計画の共有を行い、以降は講演会・学習会・研修会・体験活
動を通じて、部会員間の知見共有と意見交換を進めてまいりました。
　講演会では、部会員である株式会社十文字チキンカンパニー様より「資源循環およびCO₂削減の取
り組み」、Climate Integrate代表の平田仁子様より「脱炭素社会の実現に向けて」をテーマにご講演い
ただき、環境課題に対する理解を一層深める貴重な機会となりました。
　研修会においては、兵庫県および神奈川県にて、部会員であるリスパック株式会社様関西工場、産
直産地でありますJAたじま豊岡営農センター、コウノトリ公園、神奈川県水産技術センター等の視察
を実施し、資源循環や生物多様性、持続可能な水産業など、幅広い環境分野の取り組みを現地で学び
ました。
　また、パルシステム環境委員会の活動に参加し、里山再生活動や森林保全体験会を通じて、自然共
生社会の実現に向けた具体的な取り組みを体感するとともに、地域資源の活用や生協としての役割に
ついて理解を深めました。
　これらの活動を通じて、環境課題への各社の取り組みの共有と相互理解が進み、部会員間の連携強
化につながる一年となりました。

【次年度に向けて】
　次年度においても、里山・森林・海などのフィールドを活用した体験型研修や、環境課題に関する
講演・学習機会の充実を図り、より実践的で学びの深い部会活動を展開してまいります。また、研修
会を通じて産直産地との連携も深めてまいります。
　脱炭素社会の実現や資源循環の推進といった社会的要請に応えるべく、会員各社の取り組みの共有
と連携を一層強化してまいります。
　「楽しく実のある部会活動」を継続しながら、環境で業界をリードするパルシステム様の環境政策
に貢献できるよう取り組んでまいります。
　本年度の活動にご協力いただきました皆様に、心より御礼申し上げます。

環境部会
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異業種交流部会

異業種交流部会 活動報告
� （役位・50音順、敬称略）

部会員（部会長） （株）タケイ 蒔田 雄二

部会員（副部会長） （株）協和 畑山 哲也
酒井産業（株） 酒井 幹治

（書記） （株）タケイ 渡辺 浩子

部会員

（株）あがの（道の駅あがの） 坂井 文
アズマ工業（株） 景浦 香澄

アートプランニング（株） 太田 祐次
（株）安間産業 安間 大起
（株）ウィルミナ 坪谷 友理
ＳＢＳゼンツウ（株） 金田 純

奥本製粉（株） 木村 務
（株）風見 高橋 哲也

（株）カジノヤ 海老原 淳
（株）鎌倉ハムクラウン商会 霜田 浩／小田切 紳

（有）カワグチ企画 清水 美香
（株）北舘製麺 北舘 大輔
共生食品（株） 八尾谷 彰
（株）コジット 古川 雅也
（株）コーベヤ 柳田 真伸／高須賀 晶
（株）彩生舎 オオタ ラファエル タカハル
サンスター（株） 平川 大地

JPホームサプライ（株） 末竹 直人
下村企販（株） 清水 良祐

協同組合JASMEQ 小野 章男
（株）ジャパンビューティプロダクツ 高藤 翔太

（株）水宗園本舗 山口 裕市
（株）スクロール 東野 俊平
（株）セイトウ 大橋 千博
大洋香料（株） 東野 公彦
（株）タケイ 石川 高広

千倉水産加工販売（株） 今 圭介
（株）兆星 五味川 正裕

（株）東京コールドチェーン 新蔵 英仁
トーエー食品（株） 道家 一人
（株）ニッスイ 梅川 百合子

（株）にんべんフーズ 杉山 恭一
（株）パルシステム電力 奥田 健太郎

（株）パシフィック・トレード・ジャパン ペイソー
平田産業（有） 鹿田 昌寛
（株）丸藤 田代 己津雄

丸和油脂（株） 松原 龍臣
（株）みそ半 森本 哲也

（株）YUIDEA 岡部 有希子
（株）流通サービス 花井 健太郎

連合会 パルシステム連合会 田端 伸行

メンバー
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異業種交流部会

1.活動日誌
年月日・開催場所/形式 内　容

2025年6月13日（金）
14:00～14:45
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：28名
連合会：3名

〈第36期第1回異業種交流部会〉
〇2025年度36期パルシステム協力会活動方針について
2025年度36期パルシステム協力会活動方針について蒔田部会長より説明がありました。
〇異業種交流部会2024年度活動総括、次年度に向けて
2024年度活動報告、2025年度第36期異業種交流部会活動計画について蒔田部会長より、2025
年度（第36期）パルシステム協力会活動方針案について説明があり、7月の通常総会にて決定する
旨報告がありました。
〇各チーム討議報告

【利用促進】パルシステム東京足立センターにて同乗研修実施を予定することとしました。アズマ
工業（株）、（株）スクロールへの視察を検討することとしました。

【学習会（部外）】能登災害復興、アメリカ関税の裏側等、検討することとしました。
【視察研修】具体的な視察先等については意見が固まっておらず、引き続き検討することとしました。
【学習会（部内）】いくつか案がでており、引き続き検討することとしました。
〇パルブレッド視察研修報告
参加部会員より感想をいただきました。

2025年6月13日（金）
15:15～17:00
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：28名
オンライン：40アカウント
連合会：3名

〈異業種交流部会学習会〉
演題：「生協のインターネット注文事例／トレンド」
講師：パルシステム・リレーションズ 左海穣氏

2025年8月7日（木）
16:00～17:00
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：40名
連合会：3名

〈第36期第2回異業種交流部会〉
〇各チーム討議報告

【利用促進】9月22日（月）～26日（金）パルシステム東京足立センターにて開催される、同乗研修の
チラシについて共有を行いました。

【学習会（部外）】能登災害復興の学習会を「特定⾮営利活動法⼈パルシック」に依頼を検討すること
としました。

【視察研修】（株）パル・ミート、群馬県、新潟県（道の駅あがの）への視察を検討することとしました。
【学習会（部内）】検討中の事項について報告がありました。
〇足立センター同乗研修　申込状況について
事務局より、申込状況の報告がありました。

2025年9月22日（月）
～26日（金）

〈異業種交流部会同乗研修〉
〇開催センター：パルシステム東京足立センター
〇参加⼈数：50名

2025年10月9日（木）
16:00～17:00
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：30名
連合会：3名

〈第36期第3回異業種交流部会〉
〇各チーム討議報告

【利用促進】ランサムウェアについてどのようなセキュリティーがおすすめか知見を深めたいとの
意見がありました。

【学習会（部外）】12月11日（木）に前回提案があった、「特定⾮営利活動法⼈パルシック」より講師を
招き、能登半島地震の現状について学習会を開催することとしました。
実務につながるような学習会として、6月の学習会の第２弾の提案がありました。

【視察研修】道の駅あがの（新潟）の視察研修について事務局と相談しながら進めることとしました。
【学習会（部内）】商品名についての学習会　次回の協議では講師を決めていくこととしました。
〇足立センター同乗研修参加者報告
参加部会員より感想をいただきました。

2025年12月11日（木）
14:00～15:30
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：30名
オンライン：23アカウント
連合会：5名

〈異業種交流部会学習会〉
演題：「能登被災地支援について現状」
講師： 特定⾮営利活動法⼈パルシック　専務理事 ロバーツ圭子氏　 

特定⾮営利活動法⼈パルシック　民際協力部 家田愛子様
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異業種交流部会

年月日・開催場所/形式 内　容

2025年12月11日（木）
16:00～17:00
東新宿本部
（ハイブリッド）
出席人数：34名
連合会：6名

〈第36期第4回異業種交流部会〉
〇2026年2月12日(木)視察研修進捗報告
事務局より、2026年2月12日（木）に開催をする、視察研修行程案について説明がありました。
〇各チーム討議報告
【利用促進】
「商品名」について、どのような商品名が組合員様にわかりやすいか学習をしてはどうかなど意見
がでました。
「ローカル認証」についての学習会について検討することとしました。
【学習会（部外）】
サンスター（株）より歯の健康について、パルシステム・リレーションズの講演、お米の産地につい
ての話、特定非営利活動法人パルシックより第２弾として海外のお話について意見があがりました。
【視察研修】
年度内にもう1カ所、道の駅あがのを検討することとしました。
2026年度は東北方面、つくばみらいセンター、ＪＡやたべ、パルミート、浜岡原発等検討すること
としました。
2027年度は水宗園様を検討したいとの意見がありました。
【学習会（部内）】
田端部長より成城石井の商品名が面白いとの話があり、ＰＢ商品の商品名について、商品のキャッ
チコピーにテーマをしぼった学習会の提案がありました。
〇商品開発本部報告
2025年度パルシステム事業実績報告がありました。

2026年2月12日（木）
静岡県
出席人数：21名
連合会：2名

（異業種交流部会研修会）
〇研修先：�アズマ工業（株）�

（株）スクロール
〇研修内容：学習会、工場視察、おそうじ勉強会

2026年3月31日（火）
新潟県
出席人数：16名
連合会：2名

異業種交流部会視察研修（新潟県）
〇研修先：�（株）ささかみ豆腐工場�

道の駅「あがの」
〇研修内容：�地域の取り組み・概要説明・工場見学・おぼろ豆腐作り体験/見学・昼食・おみやげ・今後

の道の駅「あがの」の取り組みと施設見学

2026年4月9日（木）
16:00～17:00
新宿スポーツセンター
小会議室
（ハイブリッド）
出席人数：26名
連合会：3名

第5回異業種交流部会
〇2025年度活動総括タスクチーム毎協議、発表�
2025年度活動総括をタスクチーム毎協議を行い、発表しました。
〇2026年度部会活動骨子と体制について�
2026年度部会活動骨子と体制についてタスクチームでの活動は今回で終了とし、生消協との交流
を進めていくこととしました。
〇3月31日開催視察研修会（新潟）参加者報告�
3月31日に開催をした研修会参加者より感想をいただきました。
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視察先：アズマ工業（株）、（株）スクロール

視察先：新潟　（株）ささかみ、道の駅「あがの」

同乗研修
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2.まとめ〈2025年度活動報告〉
【活動総括】
　本年度では、各分科会で能動的に協議・活動も本格的に推進されました。
　学習会２回、視察研修３回（内パル東京足立センター同乗研修）各チームリーダーの調整に伴い、
交流知見が深まりました。
　学習会では、（株）パルシステム・リレーションズ左海様より、インターネットのスキーム、概要
について講演をいただき、パルシステム様のインターネットの受注率、利用高の高さについて貴重な
情報共有をさせていただきました。
　視察研修では、アズマ工業（株）様より、家庭における掃除での汚れの性質・場所に応じた各種洗
剤の使用方法と特徴について、お掃除プロ育成講師を招き、実技を含めた講義を受け、各会員の家庭
内でのライフスタイルの改善につながる内容になりました。
　また、（株）ささかみ様の豆腐工場では、開設に至る経緯と活動について伺い、おぼろ豆腐づくり
体験での成功・失敗を踏まえ、無添加の豆腐加工における難易度について貴重な経験をさせていただ
きました。
　道の駅あがの様では、地産地消をはじめ、パルシステムコーナー展開、今後のショップ内展開、スペー
スでの体験交流活動への発展など、多方面からの来客に向けた、地元の方々とのコラボによる地域に
根ざした取り組みについて研修させていただきました。
　いずれも、地域作りを通じ、生産・加工・消費・生活のリレーションを発展、深耕への熱い思いを持っ
た事業活動と運動に感銘させていただきました。

【次年度に向けて】
　今期活動を踏襲しながら、現在生消協と協力会との深耕が進んでおります。部会での研修、学習、
交流活動について生消協各地域、組織の方々との深耕に関われる活動へと発展を進めます。
　2025年度、事務局はじめパルシステム役職員、部会チームリーダー、各部会員の皆様の手厚い協力
の下、本総会を迎えられたことに改めて感謝いたします。

異業種交流部会
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パルシステム協力会 会員名簿  2026年4月1日現在

1 株式会社アイケイ
2 愛知園芸株式会社
3 アイメディア株式会社
4 青森県農村工業農業協同組合連合会
5 株式会社あがの
6 秋本食品株式会社
7 有限会社アグリサポートシステム
8 アサヒグループ食品株式会社
9 麻布タカノ株式会社
10 アスザックフーズ株式会社
11 アズマ工業株式会社
12 株式会社アトラスネットワーク
13 株式会社安間産業
14 株式会社井ゲタ竹内
15 有限会社和泉屋
16 いなば食品株式会社
17 株式会社井上食品
18 茨城乳業株式会社
19 茨木海苔株式会社
20 株式会社ウィルミナ
21 有限会社内池平蔵商店
22 Umios株式会社
23 エア・ウォーター・グリーンデザイン株式会社
24 株式会社エーアンドティー
25 ヱスケー石鹸株式会社
26 SBSゼンツウ株式会社
27 越後ふとん株式会社
28 エム・シーシー食品株式会社
29 株式会社エムシーサービス
30 株式会社エムワイ企画
31 株式会社エリックス
32 大石産業株式会社
33 株式会社おがた蒲鉾
34 小川産業株式会社
35 株式会社沖縄物産企業連合
36 奥本製粉株式会社
37 株式会社オフィス・パイ
38 株式会社オリエンタルフーズ
39 株式会社オルター・トレード・ジャパン
40 株式会社風見

41 株式会社カジノヤ
42 金砂郷食品株式会社
43 株式会社金庄
44 有限会社カネモ
45 株式会社カラミノフーズ
46 株式会社ガルト
47 有限会社カワグチ企画
48 株式会社カワタキコーポレーション
49 株式会社河村屋
50 株式会社神沢川酒造場
51 有限会社菊水堂
52 私市醸造株式会社
53 株式会社北尾化粧品部
54 株式会社鬼無里の杜
55 株式会社木村食品工業
56 有限会社共食
57 共生食品株式会社
58 株式会社協同企画
59 協同水産流通株式会社
60 協同乳業株式会社
61 株式会社協立
62 株式会社協和
63 株式会社ぎょれん北光
64 窪田味噌醤油株式会社
65 クラウンフーヅ株式会社
66 株式会社くらし企画
67 株式会社グリーンピア
68 グリーンホームズ株式会社
69 グリンリーフ株式会社
70 ケンコーマヨネーズ株式会社
71 興真乳業株式会社
72 株式会社コーベヤ
73 コーミ株式会社
74 国分首都圏株式会社
75 国分フレッシュ・フードトランス株式会社
76 有限会社コクヨー
77 株式会社コジット
78 株式会社コム計画室
79 コモライフ株式会社
80 株式会社西昆

正会員
（50音順）
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81 株式会社彩生舎
82 酒井産業株式会社
83 株式会社ささかみ
84 さとの雪食品株式会社
85 株式会社三協運輸サービス
86 株式会社サンコー
87 サンスター株式会社
88 三陽物産株式会社
89 株式会社シーサット
90 株式会社JAしみずサービス
91 JA新潟かがやき
92 JPホームサプライ株式会社
93 下村企販株式会社
94 協同組合JASMEQ
95 株式会社ジャパンビューティプロダクツ
96 株式会社十文字チキンカンパニー
97 正栄食品工業株式会社
98 シンコー食品株式会社
99 株式会社　新藤
100 株式会社水宗園本舗
101 株式会社スクロール
102 株式会社酢屋茂
103 スワ運輸株式会社
104 有限会社生活アートクラブ
105 株式会社セイトウ
106 西武酪農乳業株式会社
107 有限会社清和商会
108 全国漁業協同組合連合会
109 全国農協食品株式会社
110 全国海苔貝類漁業協同組合連合会
111 全農パールライス株式会社
112 株式会社全農ライフサポート山形
113 全酪フーズ株式会社
114 株式会社創健社
115 第一セントラル設備株式会社
116 株式会社泰山食品商行
117 太子食品工業株式会社
118 大山乳業農業協同組合
119 大都魚類株式会社
120 株式会社大治
121 タイヘイ株式会社
122 大洋香料株式会社
123 太陽油脂株式会社

124 株式会社高商
125 有限会社タカショウ
126 高橋ソース株式会社
127 株式会社高橋徳治商店
128 株式会社髙山
129 株式会社匠集団そら
130 株式会社タケイ
131 田辺商事株式会社
132 千葉県漁業協同組合連合会
133 株式会社兆星
134 長龍酒造株式会社
135 株式会社つきじ深村
136 デイリーフーズ東京販売株式会社
137 テーブルランド株式会社
138 株式会社テロワール・アンド・トラディション・ジャパン
139 トーアス株式会社
140 株式会社トウ・キユーピー
141 東京高速印刷株式会社
142 株式会社東京コールドチェーン
143 トーエー食品株式会社
144 トータス株式会社
145 株式会社トクスイコーポレーション
146 株式会社戸田酒販
147 トップ産業株式会社
148 株式会社トライエックス
149 長崎県漁業協同組合連合会
150 長野県農協直販株式会社
151 株式会社中村商店
152 株式会社ナシオ
153 株式会社ナックス
154 成田食品株式会社
155 株式会社南部フーズ
156 21世紀コーヒー株式会社
157 株式会社ニチレイフーズ
158 株式会社ニッキーフーズ
159 株式会社ニッコー
160 株式会社ニッスイ
161 日東富士製粉株式会社
162 株式会社日本アクセス
163 日本ハム株式会社
164 日本オリゴ株式会社
165 日本食研株式会社
166 株式会社仁徳

正会員
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167 株式会社にんべんフーズ
168 花嫁わた株式会社
169 株式会社浜食
170 株式会社パルシステム・イースト
171 株式会社パルシステム電力
172 株式会社パルシステム・リレーションズ
173 榛名直販株式会社
174 株式会社パルブレッド
175 株式会社パル・ミート
176 株式会社パルライン
177 東銀座印刷出版株式会社
178 東日本産業株式会社
179 ひかり味噌株式会社
180 株式会社常陸屋本舗
181 株式会社ピックルスコーポレーション
182 株式会社平井
183 平田産業有限会社
184 株式会社ファーストフーズ
185 ファミリー・サービス・エイコー株式会社
186 株式会社ふくれん
187 富士山GXホールディングス株式会社
188 株式会社藤文
189 株式会社ふじや食品
190 プリマハム株式会社
191 ボーソー油脂株式会社
192 株式会社ポールスタア
193 ホクレン農業協同組合連合会
194 北海道漁業協同組合連合会
195 北海道チクレン農業協同組合連合会
196 株式会社ホンダ水産
197 有限会社ますだ
198 松岡水産株式会社
199 松山油脂株式会社
200 株式会社丸井スズキ
201 丸久味噌株式会社
202 株式会社マルダイ長沼

203 株式会社丸藤
204 丸紅シーフーズ株式会社
205 丸紅食料株式会社
206 丸和食品株式会社
207 丸和油脂株式会社
208 みえぎょれん販売株式会社
209 三重県漁業協同組合連合会
210 水野食品株式会社
211 美勢商事株式会社
212 株式会社みそ半
213 三菱商事ライフサイエンス株式会社
214 三菱食品株式会社
215 南伊豆水産株式会社
216 有限会社宮醤油店
217 明星食品株式会社
218 柳原出版株式会社
219 ヤマキ株式会社
220 株式会社ヤマキ
221 有限会社やまこみそ
222 山印醸造株式会社
223 有限会社山田養蜂場
224 山菱水産株式会社
225 株式会社山星屋
226 山屋食品株式会社
227 株式会社YUIDEA
228 雪印メグミルク株式会社
229 有限会社雪和商事
230 株式会社ユニマットライフ
231 有限会社ライフ・アート
232 楽彩株式会社
233 有限会社ランカスター
234 株式会社リアス
235 株式会社流通サービス
236 株式会社レゾナック・ガスプロダクツ
237 株式会社ロジカル

正会員

1 アートプランニング株式会社
2 有限会社アキヤマ食品
3 株式会社浅野屋
4 株式会社アジテック・ファインフーズ
5 味の素冷凍食品株式会社

6 株式会社阿波市場
7 株式会社イートアンドフーズ
8 伊丹産業株式会社
9 伊藤製パン株式会社　
10 伊藤ハムミート販売東株式会社

準会員
（50音順）
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1 パルシステム茨城 栃木
2 パルシステム神奈川
3 パルシステム群馬
4 パルシステム埼玉
5 パルシステム静岡

6 パルシステム千葉
7 パルシステム東京
8 パルシステム新潟ときめき
9 パルシステム福島
10 パルシステム山梨 長野

準会員

特別会員

11 井村屋株式会社
12 魚津漁業協同組合
13 Umiosオーシャン株式会社
14 株式会社栄喜堂
15 小川珈琲株式会社
16 カゴメ株式会社
17 有限会社かね久海産
18 金子産業株式会社
19 兼松株式会社
20 株式会社鎌倉ハムクラウン商会
21 株式会社川喜
22 関東日本フード株式会社
23 株式会社北舘製麺
24 木徳神糧株式会社
25 株式会社　木村屋總本店
26 クレードル食品株式会社
27 コアレックス信栄株式会社
28 株式会社弘乳舎
29 ゴールドパック株式会社
30 株式会社小善本店
31 株式会社コモ
32 佐井村漁業協同組合
33 サトウ食品株式会社
34 山協印刷株式会社
35 JA全農ミートフーズ株式会社
36 JAおとふけ
37 四国日清食品株式会社
38 株式会社城ヶ島水産
39 信越明星株式会社
40 信州ハム株式会社
41 全農チキンフーズ株式会社
42 第一糖業株式会社
43 たいまつ食品株式会社
44 株式会社タカキベーカリー
45 有限会社高千穂漢方研究所
46 千倉水産加工販売株式会社

47 テーブルマーク株式会社
48 デリカフーズ株式会社
49 東京海上日動火災保険株式会社
50 東北ブロイラー地鶏加工販売株式会社
51 戸田酒造株式会社
52 富栄海運有限会社唐津営業所シーボーン昭徳
53 株式会社ニチレイフーズ
54 日東ベスト株式会社
55 株式会社にんべん
56 株式会社パシフィック・トレード・ジャパン
57 ハチ食品株式会社
58 株式会社パネックス
59 株式会社浜甚
60 濵田酒造株式会社
61 株式会社ＨＡＬ ＧＲＥＥＮ
62 株式会社パルふれあいサービス
63 阪神低温株式会社
64 株式会社ピーコック
65 日野出株式会社
66 兵庫県漁業協同組合連合会
67 株式会社フーズプランナー
68 株式会社フーディーネットジャパン
69 株式会社藤井養蜂場
70 プライフーズ株式会社
71 坊勢漁業協同組合
72 マスコー製紙株式会社
73 三井住友海上火災保険株式会社
74 明神水産株式会社
75 矢崎紙工株式会社
76 大和産業株式会社
77 株式会社山安
78 株式会社ゆう屋
79 横山製粉株式会社
80 株式会社吉野家
81 リスパック株式会社
82 有限会社渡邊水産

（50音順）
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2025年度　パルシステム商品学習会・工場見学
開催実績

会員名 種　別 東
京

神
奈
川

千
葉

埼
玉

茨
城 

栃
木

山
梨 

長
野

群
馬

福
島

静
岡

新
潟
と
き
め
き

合計

アズマ工業株式会社 リアル学習会 3 1 4

株式会社井ゲタ竹内 リアル学習会 1 1 2

伊藤忠食糧株式会社
(第一糖業株式会社 ) オンライン学習会 1 1 1 3

いなば食品株式会社 リアル学習会 1 1

株式会社井上食品 リアル工場見学 3 3

茨城乳業株式会社 リアル工場見学 2 2

株式会社ウィルミナ
オンライン学習会 1 1

リアル学習会 16 1 2 1 20

Umios 株式会社 リアル学習会 3 3

ヱスケー石鹸株式会社
リアル学習会 1 1

リアル工場見学 1 1

エム・シーシー食品株式会社 リアル学習会 1 2 1 4

株式会社エムシーサービス リアル学習会 1 1

株式会社オフィス・パイ
オンライン学習会 1 1

リアル学習会 1 1

株式会社オルター・トレード・ジャパン
オンライン学習会 1 1

リアル学習会 1 2 1 2 1 1 8

株式会社風見
オンライン学習会 1 1

リアル学習会 3 3

株式会社カジノヤ
リアル学習会 1 1 2

リアル工場見学 2 1 3

有限会社カネモ リアル学習会 1 1

株式会社カワタキコーポレーション リアル学習会 1 1

株式会社河村屋
（有限会社カナモト食品） リアル学習会 1 1 2

有限会社菊水堂
リアル学習会 1 1

リアル工場見学 5 5

私市醸造株式会社
リアル学習会 3 3

リアル工場見学 1 1

共生食品株式会社

オンライン学習会 1 1

リアル学習会 2 1 1 1 5

リアル工場見学 6 6

株式会社協和 リアル学習会 3 3

グリンリーフ株式会社
リアル学習会 2 2

リアル工場見学 1 1

（50音順）
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会員名 種　別 東
京

神
奈
川

千
葉

埼
玉

茨
城 

栃
木

山
梨 

長
野

群
馬

福
島

静
岡

新
潟
と
き
め
き

合計

株式会社コジット

オンライン学習会 1 1

リアル学習会 5 5

リアル工場見学 1 1

国分首都圏株式会社
（小川珈琲株式会社） リアル学習会 4 1 5

国分首都圏株式会社
（カゴメ株式会社） オンライン学習会 1 1

国分首都圏株式会社
（株式会社北舘製麺） リアル学習会 1 1

国分首都圏株式会社
（株式会社中村屋） リアル学習会 1 1

酒井産業株式会社　南都留森林組合 リアル学習会 1 1

サンスター株式会社 リアル学習会 1 1

下村企販株式会社 リアル学習会 2 1 1 1 1 6

JP ホームサプライ株式会社 リアル工場見学 1 1

株式会社ジャパンビューティプロダクツ
オンライン学習会 1 1

リアル学習会 2 3 2 2 1 10

株式会社水宗園本舗 リアル学習会 2 1 3

株式会社スクロール リアル学習会 2 2

全国漁業協同組合連合会
（シーボーン昭徳） リアル学習会 2 2

全農パールライス株式会社
リアル学習会 2 2

リアル工場見学 1 1

大洋香料株式会社 リアル学習会 2 1 3

太陽油脂株式会社
リアル学習会 1 1 1 3

リアル工場見学 1 1 2

千葉県漁業協同組合連合会

オンライン学習会 1 1

リアル学習会 2 1 3

リアル工場見学 1 1

株式会社兆星
リアル学習会 5 5

リアル工場見学 1 1

デイリーフーズ東京販売株式会社
オンライン学習会 1 1

リアル学習会 1 1 2

株式会社テロワール・アンド・
トラディション・ジャパン リアル学習会 1 1

トーエー食品株式会社 リアル学習会 1 1

株式会社東京コールドチェーン
オンライン工場見学 1 1

リアル学習会 5 1 2 8

21 世紀コーヒー株式会社
リアル学習会 2 1 3

リアル工場見学 1 1

株式会社ニッキーフーズ リアル学習会 1 1
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会員名 種　別 東
京

神
奈
川

千
葉

埼
玉

茨
城 

栃
木

山
梨 

長
野

群
馬

福
島

静
岡

新
潟
と
き
め
き

合計

株式会社ニッスイ オンライン学習会 1 1

日東富士製粉株式会社 リアル学習会 2 2 4

株式会社日本アクセス リアル学習会 1 1 2

株式会社にんべんフーズ リアル学習会 3 1 1 1 6

榛名直販株式会社 リアル学習会 1 1

株式会社パル・ミート

オンライン学習会 1 1

リアル学習会 8 3 1 4 2 1 1 1 21

リアル工場見学 1 1 2

株式会社パル・ミート（山形工場） オンライン工場見学 1 1

株式会社パルブレッド

オンライン学習会 1 1

リアル学習会 10 4 3 3 2 1 1 1 25

リアル工場見学 5 2 7

株式会社パルブレッド
（株式会社コモ） リアル学習会 1 1 2

ひかり味噌株式会社 リアル学習会 1 1 1 3

株式会社ピックルスコーポレーション オンライン学習会 1 1

平田産業有限会社

オンライン学習会 1 2 3

リアル学習会 1 1

リアル工場見学 1 1

株式会社ふくれん リアル学習会 1 1

北海道漁業協同組合連合会 リアル学習会 6 6

松岡水産株式会社
オンライン学習会 1 1

リアル工場見学 1 1

松山油脂株式会社
リアル学習会 1 1

リアル工場見学 1 1 1 3

株式会社丸藤
オンライン学習会 1 1

リアル学習会 3 3 6

丸和油脂株式会社 リアル学習会 1 1

丸和油脂株式会社　那須工場 リアル工場見学 2 2

みえぎょれん販売株式会社 リアル学習会 4 1 5

三菱食品株式会社 リアル学習会 3 1 4

三菱食品株式会社
（井村屋株式会社）

リアル学習会 1 1 2

オンライン学習会 1 1

三菱食品株式会社
（信越明星株式会社） オンライン工場見学 1 1

三菱食品株式会社
（日清オイリオグループ株式会社） オンライン学習会 1 1

三菱食品株式会社
（日東ベスト株式会社） オンライン学習会 1 1
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会員名 種　別 東
京

神
奈
川

千
葉

埼
玉

茨
城 

栃
木

山
梨 

長
野

群
馬

福
島

静
岡

新
潟
と
き
め
き

合計

三菱食品株式会社
（株式会社吉野屋） リアル学習会 1 1

有限会社宮醤油店 リアル工場見学 1 1

山菱水産株式会社 リアル学習会 1 1

有限会社山田養蜂場 リアル工場見学 1 1

山屋食品株式会社 リアル工場見学 2 1 3

株式会社ユニマットライフ リアル学習会 2 2

有限会社ランカスター リアル学習会 3 2 5

株式会社リアス リアル学習会 2 2

合計 161 25 41 30 24 16 4 11 3 3 318
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会員名 種　別 東
京

神
奈
川

千
葉

埼
玉

茨
城 

栃
木

山
梨 

長
野

群
馬

福
島

静
岡

新
潟
と
き
め
き

合計

株式会社コジット

オンライン学習会 1 1

リアル学習会 5 5

リアル工場見学 1 1

国分首都圏株式会社
（小川珈琲株式会社） リアル学習会 4 1 5

国分首都圏株式会社
（カゴメ株式会社） オンライン学習会 1 1

国分首都圏株式会社
（株式会社北舘製麺） リアル学習会 1 1

国分首都圏株式会社
（株式会社中村屋） リアル学習会 1 1

酒井産業株式会社　南都留森林組合 リアル学習会 1 1

サンスター株式会社 リアル学習会 1 1

下村企販株式会社 リアル学習会 2 1 1 1 1 6

JP ホームサプライ株式会社 リアル工場見学 1 1

株式会社ジャパンビューティプロダクツ
オンライン学習会 1 1

リアル学習会 2 3 2 2 1 10

株式会社水宗園本舗 リアル学習会 2 1 3

株式会社スクロール リアル学習会 2 2

全国漁業協同組合連合会
（シーボーン昭徳） リアル学習会 2 2

全農パールライス株式会社
リアル学習会 2 2

リアル工場見学 1 1

大洋香料株式会社 リアル学習会 2 1 3

太陽油脂株式会社
リアル学習会 1 1 1 3

リアル工場見学 1 1 2

千葉県漁業協同組合連合会

オンライン学習会 1 1

リアル学習会 2 1 3

リアル工場見学 1 1

株式会社兆星
リアル学習会 5 5

リアル工場見学 1 1

デイリーフーズ東京販売株式会社
オンライン学習会 1 1

リアル学習会 1 1 2

株式会社テロワール・アンド・
トラディション・ジャパン リアル学習会 1 1

トーエー食品株式会社 リアル学習会 1 1

株式会社東京コールドチェーン
オンライン工場見学 1 1

リアル学習会 5 1 2 8

21 世紀コーヒー株式会社
リアル学習会 2 1 3

リアル工場見学 1 1

株式会社ニッキーフーズ リアル学習会 1 1
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４．�初年度の役員は、任期を１年とする。
５．�監事会社は会計及び活動の遂行を監査する。

第７条 １．�この会に幹事会を置く。幹事会は幹事会社をもって組織する。
２．�幹事会は会長が召集する。

第８条 １．�幹事会において、会長１人、副会長１～２人、会計２人、事務局長１人を互選する。
２．�会長はこの会を代表し、会務を統轄する。
３．�副会長は、会長を補佐し、会長に不都合の時は、その任務を代行する。
４．�事務局長は、事務局を統轄する。

第９条 １．�幹事会は、総会において議決された事項の実施について具体的な審議を行うほか、緊急
事項についてはこれを裁決実施し、次の総会に報告するものとする。

第10条 １．�この会は相談役をおくことができる。
２．�相談役は会長経験者から選任し、幹事会で承認する。
３．�任期は２年とし、最大６年までとする。
４．�相談役は本人が希望すれば幹事会にオブザーバーとして出席することができる。

第４章　総　会
第11条 １．�総会はこの会の最高議決機関とし、毎年1回会長が召集する。

２．�前項のほか幹事会が必要と認めた場合、会長は臨時に総会を召集することができる。
第12条 １．�総会は正会員の過半数の出席をもって成立し、議決は多数決によりおこなう。ただし、

可否同数の場合は議長が裁決する。なお、総会開催前に委任状を提出した者は、総会に
出席した者とし、委任状を提出した総会の議決を承認したものとする。

２．�あらかじめ通知された事項について書面議決書を提出した者も総会に出席した者とする。
第13条 総会の議決を要する事項は、次の通りとする。

①会則の改廃
②役員の選任、並びに解任
③事業計画、収支予算の決定、並びに会費の徴収に関する事項
④収支・決算及び事業報告に関する事項
⑤前各号以外の特に重要と認められる事項

第５章　会　計
第14条 この会の基金及び経費は次の収入をもって充てる。

①会費
②臨時会費
③寄付及び補助金
④その他の収入

第15条 別途定める会費基準によるものとする。
①期中の加入については、月割計算で会費を徴収する。
②期中の退会については、会費の返却は行わない。

第16条 １．�この会の事業年度は、５月１日から翌年４月末日とする。
２．�創立初年度は、10月26日より翌年４月末日までとする。
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①�年会費は基本会費及びパルシステム生活協同組合連合会との前年度の年間取引高に基づき査定す
る会費の合計額とします。

②�年会費の払い込みは、毎年５月に請求し、６月末までに払い込むこととします。但し、期中に加入した
会員は加入した翌月から起算し、月割りで年度の残月数を計算した会費を加入した翌月までに払い
込むこととします。

③�準会員、特別会員は、基本会費のみとします。
④�総会、講演会等の参加費の扱いについては、開催決定の都度幹事会にて検討・決定し、連絡を致し
ます。

⑤�カタログについては、商談時にお持ち帰りいただけるようにします。但し、送付を希望する会員には、
別途送料等実費を徴収します。
⑥�基本会費は、正会員は取引高により４万円から４段階として取引高比例会費は表１に基づくものとし
ます。

⑦�準会員・特別会員は基本会費５万円のみとします。

会　費　基　準

【資　料　編】

＜表 1 ＞ （単位：円）

年間取引高 取引高 比例会費 基本会費 年会費 合計
500 万以下 0 40,000 40,000
1 千万以下 20,000 40,000 60,000
3 千万以下 30,000 50,000 80,000
5 千万以下 40,000 50,000 90,000
1 億以下 50,000 60,000 110,000
2 億以下 70,000 60,000 130,000
3 億以下 100,000 60,000 160,000
6 億以下 120,000 60,000 180,000
10 億以下 130,000 70,000 200,000
10 億超 150,000 70,000 220,000

但し、2022年度に限り年会費は規定金額の半額とします。

第６章　雑　則
第17条 １．�会員は幹事会の承認を得て、必要に応じて部会等を組織することができる。

２．�この会は「パルシステム協力会ふれあい保障制度」を定め、別途基準により運営するも
のとする。

第７章　付　則
第18条 会員は本会の会則並びに決議を遵守しなければならない。
第19条 会則は1990年10月26日より施行する。
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パルシステム協力会ふれあい保障制度運営基準

１．�幹事会は、幹事会のもとに部会を設置します。部会は、会員によって構成されます。
２．�各部会長、副部会長は、幹事会社から選任し、幹事会で承認します。副部会長は部会長を補佐し、

部会長が不都合の時はその任を代行する。
３．�各部会は、部会長が召集します。
４．�部会長、副部会長は、幹事会に出席し活動報告をします。
５．�部会員及び部会長、副部会長の任期は２年とします。
６．�この基準は幹事会が改廃することとします。
７．�この基準は、1999年8月26日より施行します。

（総則）
第１条 １．�この基準はパルシステム協力会会則の定めにより「パルシステム協力会ふれあい保障制度」

の運営に関して定めるものである。
２．�この制度はパルシステム協力会会員会社等で就業する従業員の福利・厚生を目的として設
置するものである。

（利用会員）
第２条 １．�パルシステム協力会会員はこの制度に加入して利用することが出来る。

２．�協力会会員の子会社などパルシステムと直接・間接に事業の協同関係にある会社･団体は
この制度に加入して利用することが出来る。但し、会員の推薦するものでなければならない。

（加入者の掛金納付）
第３条 この制度に加入し利用を欲するものは、毎年度、この会が定めた銀行口座（ふれあい共済口）

に期限までに一年分一括で掛金を納付しなければならない。但し、期中でこの制度に加入し
利用するものはその残期間の掛金とする。

（掛け金の保全）
第４条 １．�協力会は銀行口座（ふれあい共済口）を設け保全する。

２．�会員から振り込まれたふれあい保障制度掛金（保険料）の内95％は見舞金として株式会社
パルふれあいサービスの指定する口座に振り込み、第５条に定める損害保険会社を引き受
け会社として保全する。

３．�会員から振り込まれたふれあい保障制度掛金（保険料）の内５％は結婚祝金として第１項
に定める銀行口座（ふれあい共済口）で保全する。

（制度の保全）
第５条 １．�この制度の保全のために損害保険会社を引き受け会社とする保険契約を締結する。

２．�事務局は株式会社パルふれあいサービスとする。

（給付他諸手続き）
第６条 　　�給付を必要とした時は損害保険会社及び株式会社パルふれあいサービスとの間で定めた

細則に基づいて行なう。その他、諸手続きも同様とする。

（改廃）
第７条 １．�この基準の改廃はパルシステム協力会幹事会が行う。

（附則）
（１）制定・施行� 2008年７月８日
（２）改定� 2010年１月13日

部会運営基準
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幹事会／事務局会旅費支給規定
第１条 総則

協力会の幹事会／事務局会または会として認められるその他会合への出席のための旅費の
支給は本規定の定めによる。

第２条 支払条件
幹事会で承認を得た旅費について支給する。

第３条 規程変更
この規定の改廃は幹事会の議決によりこれを行う。

第４条 付則
この規定は2025年5月7日から実施する。

〈別表〉
（１）創立記念日：創立５周年等、節目の記念日につき祝金を贈る。限度額３万円
（２）新築・落成：事務所、設備等の新築、落成につき祝金を贈る。限度額３万円
（３）死 亡：〈香典〉�限度額を３万円とし、パルシステム生活協同組合連合会役職員、会員

生協の役員及び協力会員の１親等までを対象とする。献花はその都度
会長裁定による。

〈弔電〉�パルシステム生活協同組合連合会役職員、会員生協の役員及び協力会
員の２親等までを対象とする。

（４）災 害：天災、地変、その他不測の事故等により事務所・設備に損害等を受けた時は
見舞い金を贈る。限度額３万円

上記の他、必要と認められる場合は、会長の裁定でその都度対応し、限度額３万円を贈ることができる。
これについては後日幹事会の承認を得る。

慶弔規定
第１条 協力会の関連団体の慶弔に関する事項は、この慶弔規定による。金額などについて裁定が

必要ある時は会長が決定する。
第２条 対象別金額は別表の通りとする。
第３条 その他協力会関連の慶弔については、原則として協力会が会員を代表して行うものとする。
第４条 規定の変更

この規定の改廃は幹事会の議決によりこれを行う。
第５条 付則

この規定は1991年３月１日から実施する。

パルシステム協力会第37回通常総会議案書_P53-58.indd   57パルシステム協力会第37回通常総会議案書_P53-58.indd   57 2026/06/11   15:15:402026/06/11   15:15:40

58

パルシステム協力会公式サイト

お役立ち情報が満載。

WEB版「2025年度第31回商品展示会レポート」はパルシステム協力会HPにて公開をし
ております。こちらもぜひ、ご覧ください。

https://pal-kyoryokukai.jp/

　パルシステム組合員のくらしを商品の力で 
よりよくしたい。そんな思いで、メーカーやベンダー
などの垣根を越えてつながっている「パルシステム 
協力会」。
　公式サイトには、その活動や、最新情報が掲載 
されていますのでご活用ください。
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〒169-8527
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